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電気自動車等の導入による低炭素型都市内交通空間検討調査（その２） 

 
１．調査の概要 

１．１ 背景と目的 

 環境対応車（電気自動車，電動バス，超小型モビリティなど）は，近年，軽

量でかつ大電力を蓄電できる電池が開発され実用化の目処が立つようになって

きており，自動車メーカーも相次ぐ環境対応車の発表を行ってきている。  
 また都市交通の観点からの低炭素社会の実現にあたっては，2020 年の温室効

果ガスの削減量の目標（いわゆる中期目標）の発表（H21.6.12）や，経済財政

諮問会議「未来開拓戦略」（H21.4.17）で「エコカー最速普及」としての位置づ

け等にあるように，環境対応車の普及に期待を寄せている。 
 
 一方，こうした環境対応車の普及にあたっては，充電設備の配置計画や走行

空間の安全確保など，普及がスムーズに行われるための環境を整備しておく必

要がある。特に，超小型モビリティについては，新しいタイプの車両でありそ

の活用が未知数であることから，現状の交通車両との共存を念頭に，安全な交

通環境に資する方策を検討しておく必要がある。（なお，ここで取り上げる超小

型モビリティとは，電気モータを動力源とし，道路運送車両法で区分される軽

自動車より小型・軽量の車両のことをいう。） 
 
 そこで，本調査は，環境対応車のうち超小型モビリティについて，都市内交

通空間への電動超小型モビリティ導入に資するべく，以下の調査を行うもので

ある。  
 ①他の交通車両との混在交通下における走行上の課題整理  
 ②課題解決のための方策検討 
 ③電動超小型モビリティが共存できる新たな道路環境のあり方及び超小型モ

ビリティのあり方の検討 
 
１．２ 調査の進め方 

 図１に本調査の全体フローを示す。 
 本調査では，まず混在交通下の課題を整理すべく，課題の洗い出しと抽出を

行った。ここでは，超小型モビリティの普及に関係すると思われる要因を可能

な限り広く取り上げ検討することとした。 
 次に，抽出された課題の中から，優先的に取り組むべき課題について，課題

解決のための方策検討を行った。ここでは，主として実車実験による方法を検

討し，実験方法の詳細化を図った。 
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 最後に，実験結果をもとに，電動超小型モビリティが共存できる道路環境，

および超小型モビリティについて必要な検討課題について考察した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 調査フロー 

 

（Ⅰ） 

混在交通下における課題整理

（Ⅱ） 

課題解決のための方策検討 

（Ⅲ） 

超小型モビリティが共存できる

道路環境のあり方，超小型モ

ビリティのあり方の検討 

①課題の洗い出しと抽出 

 

 

②課題解決のための方策検討 

③実験方法の検討 

 

④実験実施 

⑤実験結果のとりまとめ 

 

⑥道路環境のあり方考察 

⑦超小型モビリティのあり方考察 
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２．混在交通下の課題整理 
２．１ 超小型モビリティの普及・活用に関しての課題 

 超小型モビリティ車両は，一般に他の交通車両（乗用車など）に比べ，速度

が遅く，加減速も緩やかなため一般の交通の流れに乗ることが難しいといった

点が懸念される。また，超小型モビリティの最大の特徴である小型化・低騒音

化が，かえって他者に気づかれにくいといったデメリットも想定される。ここ

では，超小型モビリティ車両の市場への普及，活用を念頭に，想定される主な

課題を列挙した。 
 
(1) 超小型モビリティと一般車両混在時の安全性 
 超小型モビリティの普及にあたっては，特に専用レーンや通行区分指定を設

けない限り，一般車両との混在交通となることが予想される。したがって混在

交通下における安全性の確保は最重要課題である。 
 
(2) 速度の違いによる交通流への影響 
 超小型モビリティは，一般車両（乗用車など）に比べ走行速度が遅く，加減

速性能も異なるため，交通の流れに乗ることが難しい場合が想定される。超小

型モビリティを先頭に渋滞が発生したり，超小型モビリティを追越そうと無理

な運転を試みたりすることで，不安全状態が発生する恐れがある。 
 
(3) 車線変更時の課題 
 一般に車線変更は，非優先車両が時事刻々と変化する交通状況に注意を払い

ながら行うもので，加減速性能が劣る超小型モビリティにとっては，困難な状

況に陥り易いと考えられる。安全が確保できない場合は，車線変更を見送るこ

とも想定され，特に交差点手前の車線変更などは最も注意を要する交通場面の

一つと考えられる。 
 
(4) 超小型モビリティの安全基準について 
 公道を走行する車両に対しては，車両の型式に応じ，道路運送車両法の保安

基準に適合することが求められている。衝突基準などに適合することで，一定

の安全性能が担保され，社会の安全・安心が維持されている。 
 超小型モビリティそのものの安全基準を定めたものはないが，超小型モビリ

ティの普及を踏まえ，今後検討することも重要である。その際には，前面衝突

基準，側面衝突基準，コンパチビリティ基準，視界基準などが優先的に検討さ

せるべきと考えられる。 
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・超小型モビリティと一般車両混在時の安全性

・超小型モビリティと一般車両の加減速性能や
速度の差による交通流への影響

・専用レーンの仕様の考え方
⇒問題点の把握と対策の検討が必要

・右折車線への車線変更時の問題点

・加減速や速度の違いを踏まえた通常の車両と同じ
信号現示、全赤時間での処理の可否
⇒問題点の把握と対策の検討が必要

《単路部》

《交差点部》

・混在時の安全性は？
・速度の違いによる一般車両の
交通流への影響は？

・新たなモビリティの位置付けは？

・専用レーンを設置する場合の仕様がない

・信号現示は現状の
ままでよい？ ・右折車線への車線変更時の

問題点は？

？

 

図２ 超小型モビリティ車走行時の主な課題 

 
 
２．２ 走行空間の仕様を検討する際の課題 

 超小型モビリティの安全を確保する際，超小型モビリティ用の共存レーン，

専用レーンを想定し，走行空間内における安全領域を特別に確保することが有

効である。そのためには超小型モビリティ用の走行空間の仕様を検討する必要

があるが，以下のとおりいくつか検討しなければならない点がある。 
 
(1) 単路部における走行レーンの考え方 

①現在の車道（単路部）での自動車との混在交通を想定した，超小型モビリ

ティの走行空間について 
 超小型モビリティの，自動車との共存パターンは（幹線道路，区画道路と

も），最も多く想定される交通状況であり，この場合，普通自動車と超小型モ

ビリティとの走行性能の違いによる交通流への影響を把握する必要があると

考えられる。具体的には，想定幅員内での移動に支障はないか，車線変更が

スムーズに行えるかなどの検討が必要である。 
 
(2) 交差点部における走行レーンの考え方 

①現在の車道（交差点部）での自動車との混在交通を想定した，超小型モビ

リティの走行空間について 
 超小型モビリティの，自動車との共存パターンは（幹線道路，区画道路と



5 
 

も），最も多く想定される交通状況であり，この場合，普通自動車と超小型モ

ビリティとの走行性能の違いによる交通流への影響を把握する必要があると

考えられる。特に交差点部では，右折車線へのスムーズな車線変更を可能と

することが必要不可欠であり，このために必要な“織り込み長”などの確保

が必要である。 
 
②専用通行帯を想定した，超小型モビリティの走行空間について 
 超小型モビリティの専用通行帯を想定した場合，幹線道路においては，原

付や二輪車との共存空間などが，区画道路においては，超小型モビリティ専

用としての走行空間などが，それぞれ想定されるものの，交差点内も通行帯

を確保すべきか否か，右折レーンへの誘導をどう設定するかなどの課題があ

る。 
 

導入空間／（想定車種） 交差点形状のイメージ 検討にあたっての課題

現在の車道

（原動機付き二輪車又は

原動機付き四輪車等）

自動車との混在を想定
例） 【単路部に超小型モビリティ専用通行帯なし】

⇒現況の交差点と変わらない

例） 【単路部の専用通行帯を 交差点手前で解除する場合】

●右折車線などへのスムースな車線変
更が可能な位置の設定

（実施中の実証実験を踏まえて検証）

●通行帯解除位置から交差点までに
合流のための“織り込み長”の確保が
必要（交差点の多い都市部では連続
した通行帯が確保出来ない恐れ）

専用通行帯

（原動機付き二輪車又は

原動機付き四輪車等）

専用の通行帯を想定

例） 【単路部の専用通行帯を、 そのまま 交差点内でも確保する場合】

●モビリティの右左折の処理方法に課
題が残る

通行帯を解除

交差点内も通行帯を確保

 
図４ 想定される走行空間の例（交差点部） 

 
 
(3)車線の幅員に対する考え方 
 ①超小型モビリティが他の交通と共存する場合 

 超小型モビリティと他の交通車両との混在交通においては，安全走行を確

保するために，必要最小限の車間（幅員）が必要になると考えられる（図５

(a)参照）。超小型モビリティのための走行空間の仕様を検討するためには，必

要最小限の幅員データを求めておく必要がある。 
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②超小型モビリティ専用空間の場合 
 超小型モビリティ単体が走行する道路空間においても，図５(b)のように，

安全走行を確保するために最低限必要となる横方向の幅員を検討しておく必

要がある。 
 

○．○ｍ ○．○ｍ

○ｍ ○ｍ ○ｍ ○ｍ ○ｍ

 
    （a) 他の交通との共存                     (b) 超小型モビリティ専用 

図５ 専用通行帯における幅員構成の考え方 
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３．課題解決のための方策検討（実験条件の選定） 

 ここでは，２．混在交通下の課題整理で明らかになった課題のうち，優先的

に確認すべき項目として，①単路部における走行レーンの考え方，②交差点部

における走行レーンの考え方，③車線の幅員に対する考え方をとりあげ，実験

的検証を行うことで，課題の一層の明確化と走行空間仕様のための基礎データ

を得ることとした。 

 

３．１ 実験条件設定にあたっての前提条件 

(１)実験に供する車両 

 実験に供する車両は，超小型モビリティとして,コムスとパッソルの２車種と

した。 

  コムスを選定した理由は，二輪車などの小型車量の駐車場の設置指針の中で，

市場に出回っている二輪車の車両幅の分布の90％tile値を駐車幅の参考値にし

ていること，200７年度のミニカーの市場では，コムスが全体の 91％（コムス

260 台，コムス以外 25 台）を占めていることなどから判断し，コムスをミニカ

ーの代表例とすることとした。 

  

 ●コムス（デリバリータイプ（AK10E-PD）） 

 コムスは，道路交通法では普通自動車（ミニカー）扱いであり，道路運送車

両法では原付一種扱いとなっている。これ以降，コムスのことをミニカーと

称することとする。  
 

 

 

図６ コムスの概観と仕様 

 

 

製造メーカ： トヨタ車体㈱ 

種別： 第一種原動機付自転車４輪  

     （普通自動車免許必要） 

車両重量： 310kg （車両総重量：365kg） 

寸法 全長：2250mm 全幅：955mm 全高：1600mm 

最高速度   前進：50km/h   後進：15km/h 

最小回転半径： 2.6m 

１充電走行距離： 市街地走行 35km 程度 

メインバッテリー： 密閉型鉛電池 12V‐33Ah×6 個 

補機バッテリー： 密閉型鉛電池 12V-28Ah×1 個 

標準充電時間： 8h 程度 
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●パッソル 

パッソルは，道路交通法では原付扱い，道路運送車両法では原付一種扱いであ

る。これ以降，パッソルのことを電動原付と称することとする。  

 

 

 
 

 

図７ パッソルの概観と仕様 

 
 

製造メーカ： ヤマハ発動機㈱ 

種別： 第一種原動機付自転車 

車両重量： 45kg 

寸法 全長：1530mm 全幅：600mm 全高：995mm 

定格出力： 0.58kW 

最小回転半径： 1.6m 

１充電走行距離： 32km 

バッテリー： リチウムイオン 25V‐14Ah 

補機バッテリー： 密閉型鉛電池 12V-28Ah×1 個 

標準充電時間： 2.5h 程度 
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３．２ 実験条件 

(1)ミニカーが使用される混在交通のイメージ 
 実験条件の抽出にあたり，現状の道路空間にミニカーなどが出現することを

想定し，その際の混在交通の状況を表１のように整理した。 
 
 ①単路部Ⅰ：片側３車線以上の道路について 

 ここではミニカーが第 1 車線を走行し，同じ第 1 車線を，大型車，乗用車，

二輪車，ミニカーなどが走行するケースが想定され，ミニカーが大型車，乗

用車，二輪車に追越される場合やミニカーが原付，自転車を追越す場合が考

えられる。 
 

 ②単路部Ⅱ：片側２車線の道路について 
 歩道が車道と区分されている場合は，ミニカーが第 1 車線を走行し，同じ

第 1 車線を，大型車，乗用車，二輪車，ミニカーなどが走行するケースであ

る。この状況は，上記単路部Ⅰと同様である。 
 歩道が車道と区分されていない場合は，ミニカーが歩行者を追越す場合が

新たに想定される。 
 

 ③単路部Ⅲ：片側１車線の道路について 
 ミニカーが第 1 車線を走行し，同じ第 1 車線を大型車，乗用車，二輪車，

ミニカーなどが走行するケースであるが，車線をはみ出して運転できない道

路区間（追越し禁止区間など）では，車線逸脱禁止の状況下での走行状況が

が想定される。 
 

 ④単路部Ⅳ：街路部について 
 ミニカーと乗用車，二輪車，ミニカー，原付，自転車，歩行者との混在交

通が想定され，主として乗用車，二輪車，原付，自転車とのすれ違いが想定

される。 
 

 ⑤単路部Ⅴ：ミニカー走行を許可した道路について 
   単路部Ⅲ，Ⅳに包含される。 
 
 ⑥交差点部：交差点内右左折時について 

交差点内を走行する際，車列の先頭にいるのか，2 番目以降にいるのかな

どの違いが想定される。 
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表１ ミニカーが使用される走行空間と混在交通のイメージ 
No. 走行区分 ミニカー走

行車線
混在する車両等 想定される走行状態 車線変更

の可否
進行方向 実験 備考

単路部Ⅰ 片側３車線以上の道路
（歩道が車道と区分され
ている場合）

第1車線 大型車，乗用車（含軽自動
車），二輪車，ミニカー，原付自
転車，自転車

ミニカーが大型車，乗用車，二輪車に
追い越される場合

可 同 ◎ A 第４種１級を想定
W=3.25m

【ミニカーが大型車，乗用車，二輪車を
追越す場合】

可 同 ○

　 ミニカーがミニカーに追い越される場合 可 同
【ミニカーがミニカーを追越す場合】 可 同

　
ミニカーが原付自転車，自転車を追い
越す場合

可 同 ◎

【ミニカーが原付自転車，自転車に追越
される場合】

可 同 ○

　
（第１車線がバス優先・専
用車線の場合）

第2車線 大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカーとの混在

↑ ↑ ↑ Aに包含

単路部Ⅱ 片側２車線の道路
（歩道が車道と区分され
ている場合）

第１車線 大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車

↑ ↑ ↑ Aに同じ 第４種１～２級を想定
W=3.25m　or　3.0m

（歩道が車道と区分され
ていない場合）

第１車線 大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車，歩行者

↑ ↑ ↑ Aに同じ

ミニカーが歩行者を追越す場合 可 同／異 ◎ B

単路部Ⅲ 片側１車線の道路
（歩道が車道と区分され
ている場合）

第１車線
（対向車線
への侵入
が可能な場
合）

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車

↑ ↑ 同 Aに同じ 第４種２～３級を想定
W=3.0m

第１車線
（対向車線
への侵入
が不可の
場合）

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車

ミニカーが大型車，乗用車，二輪車に
追い越される場合

否 同 ◎ C

【ミニカーが大型車，乗用車，二輪車を
追越す場合】

否 同 ○

ミニカーがミニカーに追い越される場合 否 同
【ミニカーがミニカーを追越す場合】 否 同
ミニカーが原付自転車，自転車を追い
越す場合

否 同 ◎

【ミニカーが原付自転車，自転車に追越
される場合】

否 同 ○

（歩道と車道が区分され
ていない場合）

第１車線
（対向車線
への侵入
が可能な場
合）

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車，歩行者

可 A＋Bに包
含

第１車線
（対向車線
への侵入
が不可の
場合）

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車，歩行者

否 Cに同じ

ミニカーが歩行者を追越す場合 否 同／異 ◎ D

単路部Ⅳ 街路部
（道路幅が限定されない
場合）

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車，歩行者

可と同様 同 A＋Bに同
じ

第４種４級を想定
W=4.0m（対面通行）

ミニカーが大型車，乗用車，二輪車とす
れ違う場合

可と同様 異（対面
通行の場
合）

E ※ただし、この場合大
型車の通行は不可
　大型車の通行を想定
する場合
　W=5.5m（対面通行）

ミニカーがミニカーとすれ違う場合 ↑ ↑
ミニカーが原付自転車，自転車とすれ
違う場合

↑ ↑

ミニカーが歩行者とすれ違う場合 可と同様 ↑ Bに同じ

街路部
（道路幅が限定された場
合）

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー，原付自転車，
自転車，歩行者

否と同様 同 C＋Dに同
じ

第４種４級を想定
W=3.0m（対面通行で狭
窄部を設ける場合）

ミニカーが大型車，乗用車，二輪車とす
れ違う場合

否と同様 異（対面
通行の場
合）

F ※ただし、この場合大
型車の通行は不可
　大型車の通行を想定
する場合
　W=5.5m（対面通行）

ミニカーがミニカーとすれ違う場合 ↑ ↑
ミニカーが原付自転車，自転車とすれ
違う場合

↑ ↑

ミニカーが歩行者とすれ違う場合 否と同様 ↑ Dに同じ

単路部Ⅴ ミニカー走行を許可した道
路（アーケード，観光地な
ど）

ミニカー，原付自転車，自転車，
歩行者

否と同様
（車線幅
は限定さ

同／異 C+D＋Fに
包含

交差点部 ２車線×２車線 右折車線
から第１車
線へ

大型車，乗用車（含軽自動車），
二輪車，ミニカー

（右折） 右折の先頭にいる場合 ― ― G
右折の２番目以降にいる場合 ― ―

（左折） 左折の先頭にいる場合 ― ― H
左折の２番目以降にいる場合 ― ―

（直進） 直進の先頭にいる場合 ― ― 単路部と同様
直進の２番目以降にいる場合 ― ―
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(2)実験条件の抽出 
 上述のミニカーが使用される混在交通のイメージから，以下の走行状況につ

いて特に安全上の課題を明らかにすべきと判断し，実験条件として選定するこ

ととした。詳細については，「電気自動車等の導入による低炭素型都市内交通空

間検討調査（その３）」を参照のこと。 
 
  ①ミニカーと一般車両との混在時 

  一般車両によるミニカーの追越しのシーン 
  ミニカーによる自転車や原付の追越しなどのシーン 

 
②ミニカー専用レーン 
  ミニカーによる自転車や原付の追越しなどのシーン 
  隣接車線で走行する一般車両との並走シーン 
  ミニカー同士のすれ違いのシーン 
 
③電動原付と一般車両との混在時 
  一般車両による電動原付の追越しのシーン 
  電動原付による自転車や原付の追越しなどのシーン 
 
④ミニカーによる交差点右折前の車線変更時 
 

(3)走行路面の幅員の考え方 
走行路面の幅員の設定は，以下の考え方による。詳細については，「電気自動

車等の導入による低炭素型都市内交通空間検討調査（その３）」を参照のこと。 
 
①現実の道路が想定できる場合 

単路部Ⅰ～Ⅳの範囲に区分できることから，道路構造令にならい，車線幅

を設定する。例えば，ミニカーと一般車両との混在を想定するなら，単路部

Ⅱ，Ⅲの交通状況を考慮し，車線幅 3.0m とする。 
 
②新たにミニカー専用レーンを想定する場合 
 ミニカー等の車幅に，予め仮定する余裕幅を設け，足し合わせて求めるこ

ととする。 
 予め仮定する余裕幅は，ミニカー，原付については 250mm を，自転車に

ついては 150mm を仮おきする。（ちなみに，仮おきした値が妥当なものかど

うかは，走行実験で確認する予定。） 
 これにより，例えば，ミニカー専用レーンについては，1.5m（250mm＋

955mm＋250mm）を，ミニカーと原付との混在レーンでは，2.30m（（250mm
＋955mm＋250mm）＋（250mm＋700mm＋250mm））となる。 

 
 検討の結果抽出されたミニカーの実験条件を表２に，電動原付の実験条件を

表３に，交差点部の実験条件（ミニカー）の実験条件を表４に，それぞれ示す。
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表２ 実験条件（ミニカー） 
 

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

ミニカー 大型車
ミニカー 乗用車
ミニカー 二輪車
自転車 ミニカー
原付 ミニカー

2.3m 自転車 ミニカー

（共存レーン） 原付 ミニカー

4 ミニカーが原付を追越す場合 1.5m（専用レーン） 原付 ミニカー
第1斜線(1.5m）内での追越しを原
則とするが，安全優先で第2車線
側への侵入を可とする。

ミニカー 大型車

ミニカー 乗用車
自転車 ミニカー

原付 ミニカー

自転車 ミニカー
原付 ミニカー

ミニカー
走行実験

（幹線道
路）

ミニカー走
行実験
（区画道

路）

3.0ｍ
（道路構造令より）

ミニカー 乗用車

第1斜線（3m）内での追越しを原
則とするが，安全優先で第2車線
側への侵入を可とする。

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（この場合，
はみ出し走行は禁止となる）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（この場合，
はみ出し走行は禁止となる）9

ミニカーとミニカーがすれ違う場
合

3.0m ミニカー ミニカー

ミニカー専用レーン（普
通自動車は進入禁止）

8
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合

3.0m

車道で普通自動車と共
存（普通自動車は相互
通行）

6
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合

4.0m

7
ミニカーと乗用車がすれ違う場
合

第1斜線(2.3m）内での追越しを原
則とするが，安全優先で第2車線
側への侵入を可とする。

ミニカー専用レーン（原
付とは共存）

5
ミニカーが第2車線走行中の車
両と並走する場合

3.0m（第2車線），
1.5m（第1車線）

それぞれ車両は指定車線内を走
行すること。

第１車線で普通自動車
と共存

1
普通自動車がミニカーを追越す
場合

2
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合

4.0m

原付・自転車・ミニカー
の共存レーン

3
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合
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表３ 実験条件（電動原付） 

 
目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

原付（電動） 大型車

原付（電動） 乗用車
原付（電動） 乗用車
原付（電動） 二輪車

原付自転
車走行実

験

（幹線道
路）

原付自転
車走行実

験
（区画道

路） 原付と原付がすれ違う場合

2.4m 原付（電動） 原付

原付（電動）自転車

第1斜線（2.4m）内での追越し
を原則とするが，安全優先で
第2車線側への侵入を可とす
る。

乗用車

原付・自転車・超小型
車共存空間（普通自動
車は進入禁止）

14
原付（電動）が自転車を追越す
場合

2.4m 自転車 原付（電動）

原付・自転車・超小型
車共存空間（普通自動
車は一方通行規制）

12
乗用車，二輪車が原付（電動）
を追越す場合

4.0m

13
原付（電動）と乗用車がすれ違
う場合

4.0m

専用レーン（原付とは
共存）

11
原付（電動）が第2車線走行中
の車両と並走する場合

3.0m（第2車線），1.2m
（第1車線）

第1斜線（2.2m）内での追越し
を原則とするが，安全優先で
第2車線側への侵入を可とす
る。

原付・自転車・ミニカー
共存レーン

10
原付（電動）が自転車を追越す
場合

2.2m

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（この場合，
はみ出し走行は禁止となる）

それぞれ車両は指定車線内を走
行すること。

原付（電動）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（この場合，
はみ出し走行は禁止となる）

15
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表４ 実験条件（交差点部，ミニカー） 
目的 No. 走行条件 車線幅 走行車両 教示 備考

（走行方法）

ミニカー
走行実験
（幹線道
路）

第1車線からだ2車線
への車線変更

16 ミニカーによる車線変更
3.0m（第1車線），3.0m
（第2車線）

ミニカー

安全確認しな
がら，任意のタ
イミングで車線
変更を行うこ
と。

第2車線後方に車両を追走さ
せ，安全確認を意識させる。

 
 

後方から進んでくる車

両の前への割り込み

ミニカー
乗用車

L

 
                     図８ 交差点部実験方法
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４．実験方法の検討 

４．１ 目的 

 本実験の目的は次の二点である。 

①ミニカー等が追越し等をする際の車間距離（横方向）を計測し，走行空間の

仕様（車線幅等）検討のための基礎資料を得る。  

②ミニカー等を運転してもらい，他の交通車両との混在交通下における主観評

価を実施し，走行上の課題を整理する。  

 

４．２ 実験条件 

 実験条件は，表２～３に掲げた実験 No.1～No.16 とする。 

 

４．３ 計測項目・方法  

 計測項目および計測方法は次のとおりである。なお，走行実験のイメージと計

測項目を図９に示す。 

(1)車両同士が追越しまたはすれ違う際の，横方向の車間距離 

 横方向の車間距離は，走行車線と走行中の車両を常時ビデオカメラに収録し，

収録された車両間の幅とその位置における車線幅（条件設定により既知）との

比より計算によって求める。 

 

(2)車速度 

 走行車両の車速度は，車両にとりつけた非接触車速度計からの出力を直接デ

ータレコーダに記録する方法（非接触車速度計の取付けが可能な車両の場合）

と車輪の回転パルスを電圧値に変換しデータレコーダに記録する方法（非接触

車速度計の取り付けが困難な車両の場合）とに分けて計測する。 

 

 

大型車など電動超小型モ

ビリティ車など

車速度

車速度

車間距離

 
 

 

図９ 混在交通下の追越しのイメージと計測項目 
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図 10 非接触速度計の取付け状況 

 

 
図 11 非接触パルスセンサーの取付け状況と計測システム 

 

 

データレコーダ 

FV コンバータ バッテリー 

パルスセンサー 
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４．４ 実験に供した車両 

(1)ミニカー 

  
            (a) 側面                     (b) 前面 

図 12 ミニカー概観 
 
 
(2)電動原付 

  
            (a) 側面                     (b) 前面 

図 13 電動原付概観 
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(3)乗用車 

 

  
                   (a) 側面                     (b) 前面 

図 14 乗用車概観 

 

 

(4)大型車 

 

  
                   (a) 側面                     (b) 前面 

図 15 大型車概観 
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(5)二輪車 

 

  
                   (a) 側面                     (b) 前面 

図 16 二輪車概観 

 

 

(6)原付 

 

  
                 (a) 側面                     (b) 前面 

図 17 原付概観 
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(7)自転車 

 

  
                   (a) 側面                     (b) 前面 

図 18 自転車概観 

 

 

４．５ 実験コース 

 実験コースは，財団法人日本自動車研究所所有の模擬市街路西コースを用い

た。  

 

 
 

図 19 実験コース概観 

走行速度：60km/h 

交差点数：十字路 6箇所， 

     T 字路 13 箇所  

信号機：3箇所  

車線：４車線，２車線  
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４．６ 被験者 

 被験者は，全実験を通して可能な限り，男性２名，女性２名，高齢者（65 歳

以上，男性）２名の計６名で行うこととした。但し，大型車の被験者について

は，日常大型車を運転している男性 6名とした。 

 

 被験者には，実験前に実験の主旨，実験方法などを説明し，実験に協力いた

だく旨の同意を求めた。 

 

 

４．７ 主観評価  

 被験者に対し，走行中は普段の生活の中で運転しているときと同じような感

覚で運転していただくよう指示した。また，無理な走行は厳禁とし，万一の場

合は，実験を中断し，安全上必要な回避行動をとるよう指示した。 

 

 走行が正常に行われたと判断した場合は，計測データを保存するとともに，

被験者に対し，以下の二点について主観評価（５段階評価）を実施した。主観

評価はその都度質問形式で行った。 

  ①走行時（追越し時，追越され時）の危険感  

  ②運転のし易さ  

 

 図 20 に評価シートを示す。 

 
N o .

走 行 実 験 評 価 シ ー ト 日 付 ：

ケ ー ス No．： 車 両 ： 評 価 者 ：

1回 目 走 行

走 行 中 危 な い と思
い ました か ？

1 2 3 4 5

大 変 危 険 危 険 で あ る や や 危 険 通 常 とか らわ な いが 通 常 と変 わ らず

怖 くて 運 転 で き な い 運 転 した くな い 怖 くて 運 転 で き な い チョッ と気 に な った 危 険 を感 じな か った

ほ どで は な いが ，

チョッ とヒヤリ とした

運 転 しや す か った
で す か ？

1 2 3 4 5

非 常 に 運 転 運 転 しに くい や や 運 転 運 転 上 特 に 運 転 し易 か った

しに くか った しに くか った 支 障 は な い

お 気 づき の 点 が あ りました らご記 入 下 さい 。

 
図 20 主観評価用シート 
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５．実験の実施 

 実験は，2010 年１月７日から 2010 年 1 月 16 日にわたり，財団法人日本自動

車研究所で行った。 

 

(1)実験実施日 

 ・2010 年１月７日    No.5，７，12 を実施 

 ・2010 年 1 月 8 日    No.6，3，10，14 を実施 

 ・2010 年 1 月 13 日    No.2 を実施 

 ・2010 年 1 月 14 日    No.1，9，5，11，4 を実施 

 ・2010 年 1 月 15 日    No.12，2，13，8，15 を実施 

 ・2010 年 1 月 16 日    No.1，5，11，16 を実施 

 

(2)場所 

  財団法人日本自動車研究所 模擬市街路西コース 

  （茨城県つくば市苅間 2530） 
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６．実験結果 

 走行実験をすべて終了し，実験条件毎の，横方向車間距離データ，車両走行

速度データ，危険感に対する主観評価，走り易さに対する主観評価およびコメ

ント（感想）を得た。 

 ここからは，以下の指標を参考にしながら走行結果をまとめる。 

 

６．１ 走行空間評価のための指標 

(1)平均車間距離（横方向） 

 追越し時の横方向の車間距離（回避幅に相当）の平均値を平均車間距離（mm）

とし，その実験条件における横方向車間距離の代表値とする。通常一人の被験

者は最低 2 回の走行を行っており，6 名の被験者から全 12 走行データが得られ

るため，平均車間距離はこの 12 回分の平均値として求められる。 

 実験条件によっては，並走の場合やすれ違いの場合もあるが，上記追越しの

場合に準ずることとする。 

 

(2)平均走行速度（左側走行車両，追越し車両） 

 追越し時の車両走行速度の平均値を平均走行速度（km/h）とし，その実験条

件における走行速度の代表値とする。通常一人の被験者は最低 2 回の走行を行

っており，6 名の被験者から全 12 走行データが得られるため，平均速度はこの

12 回分の平均値として求められる。 

 実験条件によっては，並走の場合やすれ違いの場合もあるが，上記追越しの

場合に準ずることとする。 

 平均走行速度の大小は，一般にその走行空間をスムーズに走れたか，慎重に

速度を落として走ったかの目安になると考えられる。 

 また，平均車間距離との関係でいえば，平均速度が高くなればなるほど，平

均車間距離も大きくなる傾向にあるのが一般的である。 

 

(3)平均相対速度 

 追越し時の車両走行速度の平均値のうち，追越し車両の平均走行速度から左

側走行車両の平均走行速度を引いた値を平均相対速度（km/h）とし，その実験

条件における追越時の速度差の代表値とする。通常一人の被験者は最低 2 回の

走行を行っており，6 名の被験者から全 12 走行データが得られるため，平均相

対速度はこの 12 回分の平均値として求められる。 

 実験条件によっては，並走の場合があり，上記追越しの場合に準ずることと

するが，すれ違いの場合には，適用しない。 

 

(4)危険度評価 3以下の割合 

 危険度に関する主観評価について，評点３以下は，走行中の危険感を感じる

ものでありできれば走行を控えたい状況と考えられる。したがって全データ数

の中から危険度の評価３以下のの割合をもとめこの値の大きさを，走行空間の

危険感の代表値とする。 

 危険度評価については，左側走行車両と追越し車両のそれぞれについてこの
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指標が適用され得る。 

 実験条件によっては，並走の場合やすれ違いの場合もあるが，上記追越しの

場合と同様とする。 

 

(5)運転のし易さ評価３以下の割合 

 運転のし易さに関する主観評価について，評点３以下は，運転のしにくさを

感じるものでありできれば走行を控えたい状況と考えられる。したがって全デ

ータ数の中から運転のし易さの評価３以下の割合をもとめこの値の大きさを，

走行空間の運転しにくさの代表値とする。 

 運転のし易さ評価については，左側走行車両と追越し車両のそれぞれについ

てこの指標が適用され得る。 

 実験条件によっては，並走の場合やすれ違いの場合もあるが，上記追越しの

場合と同様とする。 

 

(6)被験者からのコメント（感想） 

 被験者が時に応じ感じたコメントは必要に応じ参酌することとする。 

 

 

６．２ 実験条件毎の走行結果 

 以降では，実験条件毎に走行結果をまとめることにする。実験データの詳細，

被験者からのコメントについては巻末の資料を参照のこと。 
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実験No.１： 幹線道路における混在交通下を想定しての調査
（普通自動車がミニカーを追越す場合）

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

ミニカー 大型車
ミニカー 乗用車
ミニカー 二輪車

第１車線で普通自動車
と共存

3.0ｍ
（道路構造令より）

第1斜線（3m）内での追越しを原

則とするが，安全優先で第2車線

側への侵入を可とする。
1

普通自動車がミニカーを追越す
場合

○平均車間距離 1600mm（大型車，乗用車），900mm（二輪車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

ミニカーの被験者 3/36ケース

追越し車両の被験者 7/36ケース

○被験者から得られたコメント
追越しの際にミニカーがふらつくのではないかと気になった。

横に並んだ際に死角となりミニカーが消えてしまうので怖い（大型車の被験者）

3m3m

ミニカー

普通自動車

0

500

1000

1500

2000

2500

0 5 10 15 20 25 30

大型車がミニカーを追越す場合（No.1）
相対速度‐車間距離

相対速度（km/h）

・
ﾔ・
ﾔ・
・・
｣・
im
・
j ◆：高齢者

■：女性
▲：男性

●データの一例

●実験条件

●実験結果

●評価結果

○走行空間として問題なし。

○追越し時，第2車線側に侵入できる場合において，走行可能である（大
型車，乗用車による追越しは，第2車線への侵入が必須である。）  
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0

1

2

3

4

5

6

0 5 10 15 20 25

ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.2）
相対速度‐危険感（ミニカー）

実験No.2： 幹線道路における混在交通下を想定しての調査
（ミニカーが自転車，原付自転車を追越す場合）

○平均車間距離 1100mm（自転車），1200mm（原付自転車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

走行車両（自転車，原付自転車）の被験者 0/24ケース

追越し車両（ミニカー）の被験者 1/24ケース

○被験者から得られたコメント
ミニカーが静かなので抜かれるまで気付かなかった（原付自転車の被験者）。

自車が静かなので気配に気付かれないのでは（ミニカーの被験者）。

相対速度（km/h）

・
・・
ｯ・
ｴ・
i5・
i・
K・
j

◆：高齢者

■：女性
▲：男性

●データの一例

●実験条件

●実験結果

●評価結果

○走行空間として問題なし。

○ミニカーが音を出さないことについて注意を払う被験者がいたが，
走行上は問題ないと思われる。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

自転車 ミニカー

原付 ミニカー

第１車線で普通自動車

と共存

3 .0ｍ

（道路構造令より）

第1斜線（3m）内での追越しを原
則とするが，安全優先で第2車線
側への侵入を可とする。

2
ミニカーが自転車，原付を追越

す場合

3m3m

ミニカー

自転車
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実験No.3： 幹線道路における原付・自転車・ミニカーの共存レーン（レーン幅2.3m）
を想定しての調査

（ミニカーが自転車，原付自転車を追越す場合）

○平均車間距離 700mm（自転車），800mm（原付自転車）

（参考： 実験No.2データ 1100mm（自転車），1200mm（原付自転車））

○平均相対速度 10km/h（自転車），8km/h（原付自転車）

（参考： 実験No.2 データ 10km/h（自転t車），8km/h（原付自転車））

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

走行車両（自転車，原付自転車）の被験者 4/24ケース

追越し車両（ミニカー）の被験者 7/24ケース

○被験者から得られたコメント
車線内での追越しは不安があったので，少しはみ出した（ミニカーの被験者）。

◆：自転車

■：原付自転車

●データの一例

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○車線幅2.3mの走行レーンをはみ出して
追越したミニカーは相当数あり，このこ
とからも2.3mの共存レーン内での追越
しは，容易ではないと思われる。

○車線幅2.3mの場合は，（車線幅3.0mの
場合（No.2）と比較して）車間距離，相

対速度とも小さい値を示していることか
ら，被験者は慎重な運転を行っていた
と考えられる。

3m
2.3m

ミニカー

自転車

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

2 .3m 自転車 ミニカー

（共存レーン） 原付 ミニカー

第1斜線(2.3m）内での追越しを原

則とするが，安全優先で第2車線

側への侵入を可とする。

原付・自転車・ミニカー
の共存レーン

3
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合

0

500

1000

1500

2000

0 5 10 15 20 25

ミニカーが自転車・原付自転車を追越す場合（No.2）
相対速度‐車間距離

・
ﾔ・
ﾔ・
・・
｣・
im
・
j

0

500

1000

1500

2000

0 5 10 15 20 25

ミニカーが自転車・原付自転車を追越す場合（No.3）
相対速度‐車間距離

・
ﾔ・
ﾔ・
・・
｣・
im
・
j

相対速度（km/h）

●比較データ（No.2 データの引用）

相対速度（km/h）

◆：自転車

■：原付自転車
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実験No.4： 幹線道路におけるミニカー専用レーン（原付自転車とは共存）
（レーン幅1.5m）を想定しての調査

（ミニカーが自転車，原付自転車を追越す場合）

○平均車間距離 1300mm（原付自転車）

○平均相対速度 8km/h（原付自転車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

走行車両（原付自転車）の被験者 1/12ケース

追越し車両（ミニカー）の被験者 3/12ケース

○被験者から得られたコメント
ミニカーが静かなので，気付かずに抜かれたら驚くかも（原付自転車の被験者）。

●データの一例

●実験条件

●実験結果

●評価結果

○走行空間として問題なし。

○追越しは，第2車線に侵入することが前提となるため，初めから車間を開け
る意識で運転している。

3m
1.5m

ミニカー

自転車

退避用
車線

・
ﾔ・
ﾔ・
・・
｣・
im
・
j

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

ミニカー専用レーン（原
付とは共存）

4 ミニカーが原付を追越す場合 1 .5m（専用レーン） 原付 ミニカー
第1斜線(1.5m）内での追越しを原

則とするが，安全優先で第2車線
側への侵入を可とする。

0

500

1000

1500

2000

0 5 10 15 20

ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4）
相対速度‐車間距離

相対速度（km/h）

◆：高齢者

■：女性
▲：男性
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実験No.5： 幹線道路におけるミニカー専用レーン（原付自転車とは共存）
（レーン幅1.5m）を想定しての調査

（ミニカーが第2車線走行中の車両と並走する場合）

○平均車間距離 800mm（大型車），900mm（乗用車）

○平均相対速度 8km/h（大型車），17km/h（乗用車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

大型車の被験者 2/9ケース （ミニカーの被験者 3/9ケース）

乗用車の被験者 0/6ケース （ミニカーの被験者 0/6ケース）

○被験者から得られたコメント
死角があり，見えなくなる時が怖い（大型車の被験者）。

近くて怖い（ミニカーの被験者）。 特に不安や恐怖はない（ミニカーの被験者）。

●データの一例

●実験条件

●実験結果

●評価結果

○走行空間上課題がありそう。大型車との並走では，ミニカー，大型車とも車
間がつまっていることを懸念するコメントがあり，並走は好ましくない状態と
思われる。乗用車との並走では，懸念する評価・コメントはなかった。

車
間

距
離

（
m

）

相対速度（km/h）

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

ミニカー 大型車

ミニカー 乗用車
5

ミニカーが第2車線走行中の車
両と並走する場合

3.0m（第2車線），
1.5m（第1車線）

それぞれ車両は指定車線内を走
行すること。

ミニカー専用レーン（原
付とは共存）

3m1.5m

ミニカー

大型車など

0

400

800

1200

1600

0 5 10 15 20

ミニカーが大型車と並走する場合（No.5）
相対速度‐車間距離

◆：大型車
■：乗用車
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実験No.6： 区画道路（車線幅4m）において普通自動車との共存を想定した場合の調査

（ミニカーが自転車，原付自転車を追越す場合）

●データの一例（No.3との比較）

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○走行空間として問題なし。

○車線幅4mでの追い越しは，車線幅2.3mと
比較して（No.2 ），車間距離，相対速度と
も高い値を示しており，追越しは容易で
あったと思われる。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

自転車 ミニカー

原付 ミニカー

車道で普通自動車と共
存（普通自動車は相互
通行）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること（はみ出し走
行は禁止）。

6
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合

4.0m

4m

ミニカー

自転車など

0

500

1000

1500

2000

2500

0 10 20 30

ミニカーが自転車を追越す場合（No.6）
相対速度‐車間距離

車
間

距
離

（
m

）

相対速度（km/h）

0

500

1000

1500

2000

2500

0 10 20 30

ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6）

相対速度‐車間距離

車
間

距
離

（
m

）

相対速度（km/h）

◆：区画道路（車線幅4m）

■：幹線道路（車線幅2.3ｍ）

◆：区画道路（車線幅4m）

■：幹線道路（車線幅2.3ｍ）

○平均車間距離 1000mm（自転車），1300mm（原付自転車）

（参考： 実験No.3データ ７00mm（自転車），800mm（原付自転車））

○平均相対速度 15km/h（自転車），11km/h（原付自転車）

（参考： 実験No3 データ 10km/h（自転t車），8km/h（原付自転車））

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

走行車両（自転車，原付自転車）の被験者 8/24ケース

追越し車両（ミニカー）の被験者 2/24ケース

○被験者から得られたコメント
近づく音には気づくが，思っていたより近かったのでヒヤッとした（自転車の被験者）。
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実験No.7： 区画道路（車線幅4m）において普通自動車との共存を想定した場合の調査

（ミニカーと乗用車がすれ違う場合）

●データの一例

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○走行空間上問題なし。

○走行上，十分速度を落と
すことで，安全は確保で
きると思われる。

○平均車間距離 800mm

○平均速度 31km/h（ミニカー）， 36km/h（乗用車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

ミニカーの被験者 1/13ケース

乗用車の被験者 2/13ケース

○被験者から得られたコメント
30km/hくらいなら安全に運転できる（乗用車の被験者）。

すれ違うときに風圧を受けるような気がした（ミニカーの被験者）。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

車道で普通自動車と共
存（普通自動車は相互
通行）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること（はみ出し走
行は禁止）。

ミニカー 乗用車7
ミニカーと乗用車がすれ違う場
合

4.0m

4m

ミニカー

乗用車
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車間距離‐危険感（ミニカー）
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車間距離‐危険感（乗用車）

危
険

感
（
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階
）

危
険

感
（
5段

階
）

車間距離（mm）
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実験No.8： ミニカー専用レーン（車線幅3.0m）を想定した場合の調査

（ミニカーが乗用車，原付自転車を追越す場合）

●データの一例（No.3との比較）

●実験条件

●実験結果

●評価結果

○走行空間上問題なし。

○走行上，十分速度を落とすことで，安全
は確保できると思われる。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

自転車 ミニカー

原付 ミニカー

ミニカー専用レーン（普
通自動車は進入禁止）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（はみ出し走
行は禁止）

8
ミニカーが自転車，原付を追越
す場合

3.0m

3m

ミニカー

自転車など
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◆：ミニカー専用レーン（車線幅3m）

■：ミニカー共存レーン（車線幅2.3ｍ）

◆：ミニカー専用レーン（車線幅3m）

■：ミニカー共存レーン（車線幅2.3ｍ）

○平均車間距離 900mm（自転車），1000mm（原付自転車）

（参考： 実験No.3データ ７00mm（自転車），800mm（原付自転車））

○平均相対速度 14km/h（自転車），10km/h（原付自転車）

（参考： 実験No3 データ 10km/h（自転t車），8km/h（原付自転車））

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

走行車両（自転車，原付自転車）の被験者 1/24ケース

追越し車両（ミニカー）の被験者 2/24ケース

○被験者から得られたコメント
自転車のふらつきが怖かった（ミニカーの被験者）。

ミニカーが静かで抜かれるまで気づかなかった（原付自転車の被験者）。
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実験No.9： ミニカー専用レーン（車線幅3.0m）を想定した場合の調査

（ミニカーとミニカーがすれ違う場合）

●データの一例（No.3との比較）

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○走行空間上問題なし。

○すれ違い走行であっても，走行速度がある
程度出ていることから，車線幅3.0ｍ以内で
のすれ違い走行は可能である。

（この場合の，実験に用いたミニカーの車幅
は955mmである）。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

ミニカー専用レーン（普
通自動車は進入禁止）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（はみ出し走
行は禁止）

9
ミニカーとミニカーがすれ違う場
合

3.0m ミニカー ミニカー
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ミニカー
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（
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階
）

車間距離（mm）

○平均車間距離 500mm

○平均速度 30km/h（ミニカー）， 28km/h（対向するミニカー）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

ミニカーの被験者 4/11ケース

対向するミニカーの被験者 3/11ケース

○被験者から得られたコメント
対向車との距離感がつかみ難い。 40km/h以上だと怖いかも。
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実験No.10： 幹線道路における原付・自転車・ミニカー共存レーンを想定した場合の調査

（原付自転車が自転車を追越す場合）

●データの一例

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○走行空間上問題なし。

○走行車線内で十分追越し可能であり，車線
幅2.2mは可能と思われる。

○平均車間距離 800mm

○平均相対速度 9km/h

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

自転車の被験者 2/12ケース

原付自転車（電動）の被験者 2/12ケース

○被験者から得られたコメント
音が小さいため，いつ電動バイクが来るかわかりづらかった（自転車の被験者）。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

原付（電動）自転車

第1斜線（2.2m）内での追越し
を原則とするが，安全優先で
第2車線側への侵入を可とす
る。

原付・自転車・ミニカー
共存レーン

10
原付（電動）が自転車を追越す
場合

2.2m

3m
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自転車

原付自転車
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電動原付が自転車を追越す場合（No.10）
相対速度‐車間距離
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m

）

相対速度（km/h）
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実験No.11： 幹線道路における共存レーン（レーン幅1.2m）を想定した場合の調査

（原付自転車が第2車線走行中の車両と並走する場合）

●データの一例

●実験条件

●評価結果

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

原付（電動） 大型車

原付（電動） 乗用車

専用レーン（原付とは
共存）

11
原付（電動）が第2車線走行中
の車両と並走する場合

3.0m（第2車線），1.2m
（第1車線）

それぞれ車両は指定車線内を走
行すること。

3m1.2m

原付（電動）

大型車など

○平均車間距離 800mm（大型車），1200mm（乗用車）

○平均相対速度 15km/h（大型車），14km/h（乗用車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

大型車の被験者 2/6ケース （ミニカーの被験者 3/6ケース）

乗用車の被験者 0/6ケース （ミニカーの被験者 2/6ケース）

○被験者から得られたコメント
距離が近く，スピードが遅いので怖かった（大型車の被験者）。

原付が軽いのでトラックに吸い寄せられる（原付自転車の被験者）。

●実験結果

○走行空間上課題がありそう。

○大型車との並走では，車間がつまっているこ
とを懸念するコメントがあり，並走は好ましく
ない状態と思われる。

○乗用車との並走では，懸念する評価・コメン
トはなかった。
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電動原付が大型車と並走する場合（No.11）
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◆：大型車

■：乗用車
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実験No.12： 区画道路（車線幅4m）において共存レーンを想定した場合の調査

（乗用車，二輪車が原付自転車を追越す場合）
●実験条件

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示
（走行方法）

原付（電動） 乗用車

原付（電動） 二輪車

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（はみ出し走
行は禁止）

12
乗用車，二輪車が原付（電動）
を追越す場合

4.0m
原付・自転車・超小型
車共存空間（普通自動
車は一方通行規制）

●データの一例

●実験結果 ●評価結果

○走行空間上問題なし。車線幅4mでの追い
越しは，可能であると思われる。

4m

乗用車など

原付
自転車

車
間

距
離

（
m

）

相対速度（km/h）

車
間

距
離

（
m

）

○平均車間距離 1100mm（乗用車），1000mm（二輪車）

○平均相対速度 17km/h（乗用車），15km/h（二輪車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

走行車両（原付自転車）の被験者 1/24ケース

追越し車両（乗用車，二輪車）の被験者 0/24ケース

○被験者から得られたコメント
レーン幅が大きくてよかった。普通であれば隣レーンにはみ出していたかも（乗用車の被
験者）。
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実験No.13： 区画道路（車線幅4m）において普通自動車との共存を想定した場合の調査

（原付自転車と乗用車がすれ違う場合）
●実験条件

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（はみ出し走
行は禁止）

原付・自転車・超小型
車共存空間（普通自動
車は一方通行規制）

乗用車13
原付（電動）と乗用車がすれ違
う場合

4.0m 原付（電動）

●実験結果 ●評価結果

○走行空間上問題なし。

○車線幅4mでのすれ違い
は，可能であると思わ
れる。

○平均車間距離 1200mm

○平均速度 26km/h（原付自転車）， 34km/h（乗用車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

原付自転車の被験者 2/12ケース

乗用車の被験者 3/12ケース

○被験者から得られたコメント
幅があったので問題なし（原付自転車の被験者）。

レーン幅が十分だった（乗用車の被験者）。

4m

原付
自転車

乗用車

0

400

800

1200

1600

2000

0 10 20 30 40 50

電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13）
電動原付の速度‐車間距離

車
間

距
離

（
m

）

電動原付の速度（km/h）

0

400

800

1200

1600

2000

0 10 20 30 40 50

電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13）
乗用車の速度‐車間距離

車
間

距
離

（
m

）

乗用車の速度（km/h）

●データの一例
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実験No.14： 区画道路（車線幅2.4m）において共存レーンを想定した場合の調査

（原付自転車が自転車を追越す場合）
●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○走行空間上問題なし。

○第2車線側への侵入を可としているため，追越
しは可能であると思われる。

○平均車間距離 700mm

○平均相対速度 12km/h

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

自転車の被験者 0/12ケース

原付自転車の被験者 2/12ケース

○被験者から得られたコメント
音が小さいため，電動バイクの接近に気づきにくい（原付自転車
の被験者）。

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

原付・自転車・超小型
車共存空間（普通自動
車は進入禁止）

第1斜線（2.4m）内での追越し
を原則とするが，安全優先で
第2車線側への侵入を可とす
る。

14
原付（電動）が自転車を追越す
場合

2.4m 自転車 原付（電動）

2.4m

自転車

原付自転車

退避用
車線

●データの一例
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◆：高齢者

■：女性
▲：男性

 



39 
 

実験No.15： 区画道路（車線幅2.4m）において共存レーンを想定した場合の調査
（原付自転車と原付自転車がすれ違う場合）

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

●データの一例

目的 No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 教示

（走行方法）

原付・自転車・超小型
車共存空間（普通自動
車は進入禁止）

原付と原付がすれ違う場合 2.4m 原付（電動） 原付
それぞれ車両は指定車線内
を走行すること。（はみ出し走
行は禁止）
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○走行空間上問題なし。

○車線幅2．4mでの原付自転車どうしのすれ違
いは，可能であると思われる。

○平均車間距離 900mm

○平均速度 20km/h（原付自転車）， 21km/h（対向する原付自転車）

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

原付自転車の被験者 2/12ケース

対向する原付自転車の被験者 3/12ケース

○被験者から得られたコメント
もう少しレーン幅が欲しいと感じた（30km/hの場合）。

互いにスピードを落とせば全然問題なさそう。
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実験No.16： 交差点右折のための車線変更を想定した場合の調査
（ミニカー）

●実験条件

●実験結果 ●評価結果

○本実験範囲では，車線変更
時の問題は見出せない。

○車両台数が増えることによ
り，走行が難しくなるとの
コメントがあり，更に調査
が必要である。

○進行方向平均移動量（L) 53m

○横方向平均移動量（W） 3100mm

○区間平均速度 35km/h

○主観評価結果（評価３以下（やや危険～大変危険）のケース数）

4/18ケース （ミニカーの被験者）

○被験者から得られたコメント
車の台数が増えると不安で運転しにくくなる。

車線変更時，気になったのでミラーで後ろを確認した。

3m3m

ミニ
カー

交差点
内

L

w

No. 走行条件 車線幅 走行車両 教示 備考
（走行方法）

16
ミニカーによる車線
変更

3.0m（第1車線），
3.0m（第2車線）

ミニカー
安全確認しながら，任
意のタイミングで車線変
更を行うこと。

第2車線後方に車両を
追走させ，安全確認を
意識させる。
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６．３ 実験結果の整理 

 6.2 項の分析結果について 6.1 項の指標を中心に整理すると表５，表６，表 7

のようになる。
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表５ 実験結果の整理（ミニカー） 

 
No. 走行条件 車線幅 左側走行車 追越し車両

平均車間距離 左側車両平均速 追越し車両平均 平均相対速度 左側走行車両 追越し車両

ミニカー 大型車 1600mm 34km/h 51km/h 17km/h 3/12 2/12

ミニカー 乗用車 1600mm 30km/h 49km/h 19km/h 0/12 0/12

ミニカー 二輪車 900mm 30km/h 49km/h 19km/h 0/12 5/12

自転車 ミニカー 1100mm 14km/h 31km/h 17km/h 0/12 0/12

原付 ミニカー 1200mm 23km/h 35km/h 12km/h 0/12 １/12

2.3m 自転車 ミニカー 700mm 14km/h 23km/h 10 km/h 1/12 5/12

（共存レーン） 原付 ミニカー 800mm 19km/h 28km/h 8km/h 3/12 2/12

4
ミニカーが原付を追

越す場合
1.5m（専用レーン） 原付 ミニカー ○ 1300mm 32km/h 40km/h 8km/h 1/12 3/12

ミニカー 大型車 800mm 33km/h 42km/h 8km/h 3/9 2/9

ミニカー 乗用車 900mm 31km/h 49km/h 18km/h 0/6 0/6

自転車 ミニカー 1000mm 13km/h 28km/h 15km/h 2/12 0/12

原付 ミニカー 1300mm 20km/h 31km/h 11km/h 6/12 2/12

自転車 ミニカー 900mm 13km/h 28km/h 14km/h 0/12 1/12

原付 ミニカー 1000mm 20km/h 29km/h 10km/h 1/12 1/12

走行統計量他車線へ

の侵入

○

×

3/114/11－

主観評価（危険感）3以下のデータ数

2/131/13－800mm

500mm

3.0ｍ

（道路構造令より）

ミニカー 乗用車

×

8

9
ミニカーとミニカー

がすれ違う場合
3.0m ミニカー ミニカー

ミニカーが自転車，

原付を追越す場合
3.0m

6
ミニカーが自転車，

原付を追越す場合
4.0m

7
ミニカーと乗用車が

すれ違う場合
4.0m

5

ミニカーが第2車線

走行中の車両と並

走する場合

3.0m（第2車線），

1.5m（第1車線）
×

1
普通自動車がミニ

カーを追越す場合

2
ミニカーが自転車，

原付を追越す場合

3
ミニカーが自転車，

原付を追越す場合

32km/h 36km/h

30km/h 28km/h

○
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表６ 実験結果の整理（電動原付） 

 
No. 走行条件 車線幅 左側走行車 追越し車両

平均車間距離 左側車両平均速 追越し車両平均 平均相対速度 左側走行車両 追越し車両

原付（電動） 大型車 800mm 25km/h 40km/h 15km/h 3/6 2/6

原付（電動） 乗用車 1200mm 26km/h 40km/h 14km/h 2/6 0/6

原付（電動） 乗用車 1100mm 23km/h 40km/h 17km/h 1/12 0/12

原付（電動） 二輪車 1000mm 23km/h 38km/h 15km/h 0/12 0/12

○

2/12

800mm

1200mm

700mm

他車線へ

の侵入

走行統計量

0/12

3/122/12－

15km/h

－

12km/h

3/12

2/12

2/122/129km/h

主観評価（危険感）3以下のデータ数

900mm 21km/h

27km/h

20km/h

原付と原付がすれ

違う場合

2.4m 原付（電動） 原付

原付（電動）自転車

乗用車

14
原付（電動）が自転

車を追越す場合
2.4m 自転車 原付（電動）

12
乗用車，二輪車が

原付（電動）を追越

す場合

4.0m

13
原付（電動）と乗用

車がすれ違う場合
4.0m

11

原付（電動）が第2

車線走行中の車両

と並走する場合

3.0m（第2車線），1.2m

（第1車線）

○10
原付（電動）が自転

車を追越す場合
2.2m

×

×

原付（電動）

×

15

26km/h 34km/h

25km/h15km/h
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表７ 実験結果の整理（交差点部，ミニカー） 

 

教示

（走行方法）
進行方向平
均移動量

横方向平均
移動量

区間平均
速度

16
ミニカーによる
車線変更

3.0m（第1車線），
3.0m（第2車線）

ミニカー
安全確認しながら，
任意のタイミングで
車線変更を行うこと。

第2車線後方に車両
を追走させ，安全確
認を意識させる。

53m 3100mm 35km/h 4/18

走行車両車線幅走行条件No.

主観評価
（危険感３
以下のデー
タ数）

走行統計量

備考1
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６．４ 平均車間距離を用いた走行空間図 

 ここでは実験結果から得られた平均車間距離を用い，設定した走行空間の中

に図示することで，走行空間の成立性の基礎資料とする。 
 
 なお，各車両の車幅は実測によりもとめ，以下のとおりとした。 
 

 ・ミニカー    955mm 

 ・電動原付    600mm 

 ・大型車    2300mm 

 ・乗用車    1770mm 

 ・二輪車     770mm 

 ・原付      800mm 

 ・自転車     550mm 
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平均車間距離を用いた走行空間図（No.1 )

○幹線道路における混在交通（第1車線でミニカーと普通自動車が混在する場合）
⇒二輪車は第1車線内で追越し可能
⇒乗用車，大型車は，第2車線に侵入して追越し

（ミニカーの左側の250mmの余裕空間を設けた場合）

250
mm

ミニカー

955mm

900mm
（二輪車）

二輪車

1770mm

1600mm
（乗用車，大型車）

770mm
乗用車

大型車

2300mm

第1車線 ３ｍ 第2車線 ３ｍ

No.1
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○幹線道路における混在交通（第1車線でミニカーと自転車，原付が混在する場合）
⇒ミニカーによる自転車の追越しは第1車線内で可能
⇒ミニカーによる原付の追越しは第2車線に侵入して追越しする場合がある

（自転車の左側に150mm，原付の左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.2

250
mm

第1車線 ３ｍ 第2車線 ３ｍ

250
mm

ミニカー

955mm

1100mm
（自転車）

550mm

1200mm
（原付自転車）

第1車線 ３ｍ 第2車線 ３ｍ

自転車

原付自転車

800mm

150
mm

平均車間距離を用いた走行空間図（No.2 )
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○幹線道路において2.3m幅の原付・自転車・ミニカーの共存レーンを想定した場合
⇒ミニカーによる自転車，原付の追越しは第2車線に侵入して追越しする場合がある

（自転車の左側に150mm，原付の左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.3

250
mm

第1車線 2.3ｍ

（原付，自転車，ミニカー

の共存レーン）

第2車線 ３ｍ

250
mm

ミニカー

955mm

700mm
（自転車）

550mm

800mm
（原付自転車）

自転車

原付自転車

800mm

150
mm

平均車間距離を用いた走行空間図（No.３ )
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○幹線道路において1.5m幅のミニカーの専用レーンを想定した場合
⇒ミニカー，乗用車による原付の追越しは，あらかじめ第2車線に侵入して追越しする
⇒大型車，乗用車による第2車線の並走は，大型車には厳しい。（×）

（原付，ミニカーの左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

250
mm

第1車線 1.5ｍ

（ミニカーの専用レーン）

第2車線 ３ｍ

250
mm

ミニカー

955mm

1300mm（原付自転車）

原付自転車

800mm

250
mm

第1車線 1.5ｍ

（ミニカーの専用レーン）
第2車線 ３ｍ

250
mm

ミニカー

955mm

900mm（乗用車）

大型車

2300mm

1770mm

乗用車

800mm（大型車）

No.5

No.4

平均車間距離を用いた走行空間図（No.４，５ )
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250
mm

区画道路 4ｍ

250
mm

ミニカー

955mm

1770mm

乗用車

800mm（乗用車）

○区画道路（4.0m幅）において共存レーンを想定した場合
⇒ミニカーによる自転車，原付の追越しは，容易である。
⇒乗用車によるミニカーの追越しは，容易である。

（自転車の左側に150mm，原付，ミニカーの左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.7No.6

250
mm
250
mm

ミニカー

955mm

1000mm
（自転車）

550mm

1300mm
（原付自転車）

区画道路 4ｍ

自転車

原付自転車

800mm

150
mm

平均車間距離を用いた走行空間図（No.6，7 )
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○ミニカー専用レーン（3.0m幅）を想定した場合
⇒ミニカーによる自転車，原付の追越しは，容易である。
⇒ミニカー同士のすれ違いは，可能である。

（自転車の左側に150mm，原付，ミニカーの左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.8

250
mm
250
mm

ミニカー

955mm

500mm

ミニカー専用レーン 3ｍ

ミニカー

955mm

No.9

250
mm
250
mm

ミニカー

955mm

900mm（自転車）

550mm

1000mm（原付自転車）

ミニカー専用レーン 3ｍ

自転車

原付自転車

800mm

150
mm

平均車間距離を用いた走行空間図（No.8，9 )

 



52 
 

○幹線道路において，原付，自転車，ミニカー共存レーン（2.2m幅）を想定した場合
⇒電動原付による自転車の追越しは，可能である。

（自転車の左側に150mmの余裕空間を設けた場合）

No.10

150
mm

600mm

800mm（自転車）

550mm

原付，自転車，ミニカー

共存レーン 2.2ｍ

自転車 電動原付

平均車間距離を用いた走行空間図（No.10)
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○幹線道路において，原付専用レーン（1.2m幅）を想定した場合
⇒大型車，乗用車による第2車線の並走は，大型車には厳しい。（×）

（自転車の左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.11

250
mm

第1車線 1.2 ｍ
（電動原付の専用

レーン）

第2車線 ３ｍ

250
mm

1200mm（乗用車）

大型車

2300mm

1770mm

乗用車

800mm（大型車）

600mm

電動原付

平均車間距離を用いた走行空間図（No.11)
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○区画道路（4.0m幅）において，原付・自転車共存空間専用レーンを想定した場合
⇒乗用車，二輪車による電動原付の追越しは，容易である。
⇒電動原付と乗用車との並走は，可能である。

（電動原付の左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.12

250
mm
250
mm

1100mm（乗用車）

1000mm（二輪車）

区画道路 4ｍ

（原付・自転車共存空間）

600mm

電動原付

1770mm

乗用車

二輪車

770mm

250
mm
250
mm

1200mm（乗用車）

区画道路 4ｍ

（原付・自転車共存空間）

600mm

電動原付

1770mm

乗用車

No.13

平均車間距離を用いた走行空間図（No.12，13 )
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○幹線道路において，原付専用レーン（2.4m幅）を想定した場合
⇒電動原付による自転車の追越しは，容易である。
⇒原付同士のすれ違いは，可能である。

（自転車の左側に150mm，原付の左側に250mmの余裕空間を設けた場合）

No.14 No.15

原付

800mm
250
mm
250
mm

900mm

2.4ｍ

（原付・自転車共存空間）

600mm

電動原付

150
mm

700mm（電動原付）

2.4ｍ

（原付・自転車共存空間）

600mm

電動原付

550mm

自転車

平均車間距離を用いた走行空間図（No.14，15 )
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６．５ 走行空間の成立性 

(1)走行空間成立のための判断基準 

 得られた走行実験の結果から，設定した走行空間の成立性・妥当性を判断す

るため，以下の項目を考慮する。 

 

 ①平均車間距離を用いた走行空間図（6.4 項にて分析） 

 本走行空間図は，車両対車両，車両対道路の位置関係を客観的に示すもので

あり（平均値で代表してはいるものの），相対的な位置関係の把握に用いるも

のとする。 

 

 ②主観評価値（危険感３以下の評点が多かったものに着目） 

 走行中の違和感などは，具体的かつ明確に述べることは容易ではないが，直

感的であるにせよ，評点３以下を付けた場合は何らかの問題を含んでいる可能

性がある。走行空間の妥当性を判断する上で評点３以下が多いものについては，

その原因を検討し，考慮することとする。 

 

 ③被験者からのコメント 

 被験者からのコメントのうち，特に走行安全に関する意見については，こ 

れを重視する。 

 

(2)走行空間の成立性評価 

 (1)をもとに走行空間の成立性を○（十分成立する），△（成立するものの困

難な場合もありそうである）で評価した。結果を，表８，表９，表 10 に示す。 

 

 表８，表９より，本実験で想定した実験条件に関する限り，ほとんどの条件

で走行空間が成立すると判断できるが，以下の条件については注意が必要であ

った。  

 

①ミニカーおよび原付が大型車と並走する場合（No.5，No.11）については，

実験は行えるものの，並走時ミニカーが見難いなどの苦情が大型車のドライ

バーから寄せられた。このため評価結果を△とした。実際の運用場面におい

ては，走行する車種の区分けや指定，および車両の視認性の向上といった改

善策を検討することが望ましいと考えられる。  

②ミニカー・自転車・原付共存レーンを想定した場合（No.3）については，

車線幅 2.3m 内での追越しに難点があるため，評価結果を△とした。  
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表８ 走行空間の成立性検討結果（ミニカー） 

 

No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 走行空間の成立性 備考

ミニカー 大型車 ○

ミニカー 乗用車 ○

ミニカー 二輪車 ○ 特に重篤なコメントがないため○とした

自転車 ミニカー ○

原付 ミニカー ○

2.3m 自転車 ミニカー △
3/12データは2.3mをはみ出して走行。2.3m内
での追越しは難しいと思われる。

（共存レーン） 原付 ミニカー △
6/12データは2.3mをはみ出して走行。2.3m内
での追越しは難しいと思われる。

4
ミニカーが原付を追越す
場合

1.5m（専用
レーン）

原付 ミニカー ○
追越しする際は，初めから第2車線側に出て追
越しをしている

ミニカー 大型車 △
ミニカー，大型車双方とも車間がつまっているこ
とを懸念するコメントがあり，並走は難しいと思
われる。

ミニカー 乗用車 ○

自転車 ミニカー ○

原付 ミニカー ○ 特に重篤なコメントがないため○とした

自転車 ミニカー ○

原付 ミニカー ○

○

走行速度もある程度出ていることから，幅3.0m
以内でのすれ違いは可能である

○

3.0ｍ
（道路構造令

より）

ミニカー 乗用車

8

3.0m

3.0m

9 ミニカー ミニカー

ミニカー専用レーン（普通
自動車は進入禁止）

6
ミニカーが自転車，原付
を追越す場合

4.0m

7
ミニカーと乗用車がすれ
違う場合

4.0m

車道で普通自動車と共
存（普通自動車は相互交
通）（区画道路）

5
ミニカーが第2車線走行
中の車両と並走する場合

3.0m（第2車
線），1.5m
（第1車線）

1
普通自動車がミニカーを
追越す場合

2
ミニカーが自転車，原付
を追越す場合

3
ミニカーが自転車，原付
を追越す場合

原付・自転車・ミニカーの
共存レーンを想定した場
合（幹線道路）

第1車線で普通自動車と
共存（幹線道理）

ミニカー専用レーン（原付
とは共存）

ミニカーが自転車，原付
を追越す場合

ミニカーとミニカーがすれ
違う場合  
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表９ 走行空間の成立性検討結果（電動原付） 

 

No. 走行条件 車線幅 左側走行車両 追越し車両 走行空間の成立性 備考

原付（電動） 大型車 △
車間がつまっていることを懸念するコメントがあ
り，並走は避けたい感じである。

原付（電動） 乗用車 ○

原付（電動） 乗用車 ○

原付（電動） 二輪車 ○

特に重篤なコメントと判断せず○とした○

特に重篤なコメントと判断せず○とした○

○

○

原付（電動） 原付

原付（電動）自転車

乗用車

自転車 原付（電動）

乗用車，二輪車が原付
（電動）を追越す場合

4.0m

13
原付（電動）と乗用車が
すれ違う場合

原付・自転車・超小型車
共存空間（普通自動車は
進入禁止）（区画道路）

原付と原付がすれ違う場
合

2.4m

2.2m

14
原付（電動）が自転車を
追越す場合

2.4m

原付・自転車・超小型車
共存空間（普通自動車は
一方通行規制）（区画道
路）

12

原付（電動）

15

4.0m

11
原付（電動）が第2車線
走行中の車両と並走する
場合

3.0m（第2車
線），1.2m
（第1車線）

10
原付・自転車・ミニカー共
存レーン（幹線道路）

専用レーン（原付とは共
存）（幹線道路）

原付（電動）が自転車を
追越す場合

 
 

 

 

表 10 走行空間の成立性検討結果（交差点部，ミニカー） 

 

No. 走行条件 車線幅 走行車両 教示 走行空間の成立性 備考

16
右折車線への車線変更
時の課題（交差点部）

ミニカーによる車線変更
3.0m（第1車
線），3.0m
（第2車線）

ミニカー

安全確認しな
がら，任意のタ
イミングで車線
変更を行うこ
と。

○
本実験範囲では，運転に支障を認めなかったこ
とおよび安全性に関し重篤なコメントがないため
○とした
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(3)共存レーン，専用レーンにおける幅員構成について 

 2.2 項(3)幅員構成の考え方については，6.4 項平均車間距離を用いた走行空

間図の結果から， 

 

     ミニカー，原付の左右余裕空間  250mm 以上  

       自転車の左右余裕空間  150mm 以上  

 

としても何ら問題がないことから（実験 No.8，No.9 など），本数値を最小幅員

と定義する。但し，ミニカーの車幅 955mm≒1000mm，自転車の車幅 550mm の場合

とする。 

 この結果，図 5の幅員は図 21 となる。 

 

 

○．○ｍ ○．○ｍ

○ｍ ○ｍ ○ｍ ○ｍ ○ｍ

 
    （a) 他の交通との共存                     (b) 超小型モビリティ専用 

 

図 21 専用通行帯における幅員構成 

 

 

 

(4)交差点部の評価 

 本実験で想定した実験条件に関する限り，走行上の課題は見出せなかった。

したがって，評価結果は○となっているが，交通環境が複雑になれば車線変更

が難しくなると想定されることから，今後更に条件を複雑化して検討する必要

があると考えられる。  

 

  0.25m  0.15m  0.25m 0.25m 
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７．道路環境のあり方（考察） 

 ここでは，走行実験で得られた結果を踏まえ，実際にまちに超小型車が普及

するために，改善可能な通行方策，専用レーンの必要性，道路環境への要望な

どについて検討する。 

 

(1)改善可能な通行方策 

 走行実験の結果から，ミニカーあるいは電動原付と大型車とが並走する場合

について，見難いといった意見があった。超小型車が普及し，一般道で使われ

始めるとこうした状況は頻繁に発生するものと思われるため，何らかの改善策

を講ずることが望ましい。 

 走行中の車両が見えにくいという問題は，車両の安全基準（視界特性）によ

るところが大であるが，道路環境に関する限りでは，こうした状態をできるだ

け起こさない対策が有効と考えられる。具体的には，走行車線の区分けや走行

する車両の車線指定などの対策が考えられる。 

 

(2) 専用レーンの必要性 

 交通の流れに乗りにくい交通場面では，可能であれば専用レーンの設置など

は有効と考えられる。大型車の走行に合わせた登坂車線のイメージであるが，

一般にはこうした走行空間を設定するのは我が国の道路事情からして容易では

ない。 

 また，専用レーンを想定したとしても，上述のミニカーと大型車が並走する

状況は好ましくない状態であるため，専用レーンの設置にあたっては，レーン

幅を可能な限り広くとることや，大型車などのモビリティと完全に分離するな

ど留意する必要がある。 

 

(3) 共存レーンの必要性 

 上述のとおり，専用レーンを整備していく活動は実際的でないため，むしろ

共存レーンを整備していく方策を検討していくことが有効と考えられる。近年，

歩道と自転車専用道を極力区分けし整備する方策が地方公共団体の中で率先し

て取り入れられていることや，二輪車用のレーンの整備を求める業界団体（日

本自動車工業会）の活動などがあり，こうした活動と連携を密にすることが，

普及促進を加速する手段の一つとして考えられる。 

 

(4)道路環境への要望 

 走行実験の被験者からは，ミニカーや電動原付を試乗した感想として大変好

評であった。まちの景観と調和のとれた道路空間，駐車空間，公共スペースな

どを早期に整備していく必要があると考えられる。 
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８．超小型モビリティのあり方（考察） 

 ここでは，走行実験で得られた結果を踏まえ，実際にまちに超小型車を導入

する際に車両側に要求されるスペック等について整理し，現状の電気自動車等

の技術動向，関連法規，コスト等を踏まえつつ，まちへの普及が見込まれる超

小型車の開発方針・技術基準等について検討する。 

 

(1)走行実験からみた超小型モビリティの課題 

 今回の実験から得られたコメントの中で，ミニカーのドアが無いことを懸念

する声があった。これには，衝突時の不安全性の観点と，強風などであおられ

るような状況を懸念しての走行安定性の観点との二つを含んでいると考えられ

る。 
 また，前方が見えにくい（先行車が１Box タイプの車両の場合），小型車が見

難い（大型車ドライバより）といった視認性，被視認性に関する意見も寄せら

れた。 
 さらには，電気自動車の静粛性を危険視するコメントが多数寄せられた。こ

れは電気自動車に乗っているドライバが，他者を驚かせることにより不用意の

行動を誘発させるのではないか，自車に気づいてくれず不意な動きをするので

はないかといった，安全上の配慮によるものである。 
 
(2)現状の電気自動車等の技術動向 

電気自動車に関する法規には，FCEV（燃料電池自動車）に関する安全基準（別

添 101）および HEV/EV（ハイブリッド，電機自動車）に関する電気安全の保安

基準（別添 110）の二つがあるのみである。 

このうち別添 110 は、衝突後の乗員を感電から保護することを目的としたも

ので，米国においては FMVSS 305、欧州においては ECE R100 に相当する。 

 

保安基準では，ミニカーという概念は規定しておらず，扱いは原動機付自転

車である。原動機自転車については，道路運送車両法第 44 条に寸法要件，制動

装置，前照灯などが指定されている。仮に，ミニカーが原動機付自転車の技術

要件を超えた場合は、保安基準の適用は自動車の扱いとなって，幾多の厳しい

法規が摘要されるものと考えられる。 
 

(3)超小型車のコスト 

 現状，ミニカーの市場価格は，以下のとおりである（トヨタ車体殿提供）。 

   コムス（トヨタ車体）        755,000 円 

   キューノ（チョロ Qモーターズ）  1,290,000 円 

   コンボイ 88（光岡自動車）      888,000 円 

   ミリューR（タカオカ工芸）      777,000 円 

   エクシード（ゼロスポーツ）    1,980,000 円 

 

 車両価格としては，原動機自転車というよりは軽自動車の価格に近く，安価

なイメージとは遠い。車両台数が少ないため，量産効果は望めないにしても，
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安全法規を適用し，車体価格をこれ以上上昇させることは，消費者の望むとこ

ろではないと推測される。 

 

(4)今後の超小型車の技術基準等について 

 安全に関する法規を整備し，これを超小型車に適用することは，少量生産段

階である超小型車にとって，開発コストの面から得策ではないと考えられる。

しかしながら，今後の普及をにらみ，(1)で上げた課題に鋭意取り組むことが，

かえって社会に安全を PR することになり，普及に資することも期待される。 

 さしあたっては，車両の操縦安定性評価や，衝突基準，他車両とのコンパチ

ビリティといった車両の安全基準について，乗用車の基準を参考にしながら検

討することが有用と考えられる。また，運転中の視界に関する調査，低騒音対

策なども有用と考えられる。  
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９．「環境対応車を活用したまちづくり研究会」の資料作成 

 

 別途行う「電気自動車等の導入による低炭素型都市内交通空間検討調査（そ

の１）において，地方公共団体等と意見交換を行う「環境対応車を活用したま

ちづくり研究会」を開催するため，本調査結果をもとに，以下のとおり，会議

で使用する資料の一部を作成・提供した（巻末資料参照）。 

 

 ・2009 年 11 月 25 日  第 1 回研究会準備会合 

   「充電インフラの動向」 

   「100-200V 充電システムの基本的な考え方」 

   「EV・pHV タウン構想の実施に向けた提言」を提供 

 

 ・2010 年 1 月 20 日  第 2 回研究会準備会合 

   「ミニカー走行実験の概要と結果」を提供 

 

 ・2010 年 2 月 22 日  第 3 回研究会準備会合 

   「電気自動車等の導入による低炭素型都市内交通空間検討調査（その２）  

    報告概要」を提供 
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10．環境対応自動車の導入による低炭素型都市内交通空間の手引き作成支援 

 

 別途行う「電気自動車等の導入による低炭素型都市内交通空間検討調査（そ

の１）において，環境対応自動車の導入による低炭素型都市内交通空間の手引

きを作成するため，研究会の準備会合に参加し，そこで本調査結果の報告を随

時行った。実験中も，（その１）の見学者を受け入れ，説明会を行うなどの活動

を行った。主な活動結果は次のとおり。 

 

・2009 年 11 月 6 日    打ち合わせ 

・2009 年 11 月 11 日    打ち合わせ 

・2009 年 11 月 20 日   打ち合わせ 

・2009 年 11 月 25 日   打ち合わせ 

・2009 年 11 月 30 日   打ち合わせ 

・2009 年 12 月 4 日    打ち合わせ 

・2009 年 12 月 11 日   打ち合わせ 

・2009 年 12 月 15 日   打ち合わせ 

・2009 年 12 月 25 日   打ち合わせ(東京大学鎌田先生との懇談） 

・2009 年 1 月 14 日   実験見学会（日本自動車研究所） 

・2010 年 1 月 20 日   打ち合わせ 

・2010 年 1 月 25 日   打ち合わせ 

・2010 年 2 月 10 日   打ち合わせ 

・2010 年 2 月 22 日   打ち合わせ 

・2010 年 2 月 25 日   打ち合わせ 
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11．まとめ 

 超小型モビリティについて，都市内交通空間への電動超小型モビリティ導入

に資するべく，主として走行実験を通じ，以下の結果を得た。 

 

(1)走行空間の成立性 

・本実験で想定した実験条件に関する限り，ほとんどの条件で走行空間が成立

すると判断できる（表８，表９）。が，以下の条件については注意が必要であ

った。  

・ミニカーおよび原付が大型車と並走する場合（No.5，No.11）については，実

験は行えるものの，並走時ミニカーが見難いなどの苦情が大型車のドライバ

ーから寄せられた。実際の運用場面においては，走行する車種の区分けや指

定，および車両の視認性の向上といった改善策を検討することが望ましいと

考えられる。  

・ミニカー・自転車・原付共存レーンを想定した場合（No.3）については，車

線幅 2.3m 内での追越しに難点があるため，評価結果を△とした。今後，レー

ン幅の拡幅や車線をはみ出しての走行（運用）を検討する必要があると考え

られる。  

 

(2)共存レーン，専用レーンにおける幅員構成について 

・幅員構成の考え方については，平均車間距離を用いた走行空間図の結果から，

ミニカー，原付の左右余裕空間で 250mm 以上，自転車の左右余裕空間で 150mm

以上，としても何ら問題がないことから（実験 No.8，No.9 など），本数値を

最小幅員と考えられる（但し，ミニカーの車幅 955mm≒1000mm，自転車の車幅

550mm の場合）。 

 

(3)道路環境のあり方について 

・走行実験の結果から，ミニカーあるいは電動原付と大型車とが並走する場合

について，見難いといった意見があった。超小型車が普及し，一般道で使わ

れ始めるとこうした状況は頻繁に発生するものと思われるため，何らかの改

善策を講ずることが望ましい。走行中の車両が見えにくいという問題は，車

両の安全基準（視界特性）によるところが大であるが，道路環境に関する限

りでは，こうした状態をできるだけ起こさない対策が有効と考えられる。具

体的には，走行車線の区分けや走行する車両の車線指定などの対策が考えら

れる。 

・交通の流れに乗りにくい交通場面では，可能であれば専用レーンの設置など

は有効と考えられる。大型車の走行に合わせた登坂車線のイメージであるが，

一般にはこうした走行空間を設定するのは我が国の道路事情からして容易で

はない。 

・上述のとおり，専用レーンを整備していく活動は実際的でないため，むしろ

共存レーンを整備していく方策を検討していくことが有効と考えられる。近

年，歩道と自転車専用道を極力区分けし整備する方策が地方公共団体の中で

率先して取り入れられていることや，二輪車用のレーンの整備を求める業界
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団体（日本自動車工業会）の活動などがあり，こうした活動と連携を蜜にす

ることが，普及促進を加速する手段の一つとして考えられる。  

 

(4)超小型モビリティのあり方について 

・安全に関する法規を整備し，これを超小型車に適用することは，少量生産段

階である超小型車にとって，開発コストの面から得策ではないと考えられる。

しかしながら，今後の普及をにらみ，本調査で浮き彫りになった課題に鋭意

取り組むことが，むしろ社会に安全を PR することになり，普及に資すること

も期待される。 

・さしあたっては，車両の操縦安定性評価や，衝突基準，他車両とのコンパチ

ビリティといった車両の安全基準について，乗用車の基準を参考にしながら

検討することが有用と考えられる。また，運転中の視界に関する調査，低騒

音対策なども有用と考えられる。  
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巻末資料 

 

 

 １．実験データ （付表 1.1 ～ 付表 1.25） 

 ２．実験データのグラフ（付図 1.1 ～ 付図 16.2） 

  ３．提供資料 
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4
4
4

○
3
0

5
5

バ
ッ

ク
ミ

ラ
ー

が
無

い
の

が
気

に
な

る
○

5
2

4
4

ミ
ニ

カ
ー

が
小

さ
い

の
で

注
意

し
た

2
2

1
1
6
9

N
o
.1

乗
用

車
が

ミ
ニ

カ
ー

を
追

越
す

場
合

被
験

者
主

観
評

価
主

観
評

価
被

験
者

左
側

走
行

車
両

ミ
ニ

カ
ー

追
越

し
車

両

乗
用

車
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付

表
1
.2

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.1

，
大

型
車

が
ミ

ニ
カ

ー
を

追
越

す
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
8

5
5

後
ろ

か
ら

近
づ

く
の

が
見

え
た

の
で

○
4
7

4
4

風
圧

で
よ

ろ
け

た
り

転
倒

し
な

い
か

1
9

2
1
3
0

○
2
9

5
5

ト
ラ

ッ
ク

の
音

で
気

づ
い

た
。

抜
か

れ
る

と
き

に
風

圧
は

感
じ

な
か

っ
た

○
4
5

4
4

1
6

2
1
0
4

○
3
8

4
5

抜
か

れ
る

と
き

に
少

し
怖

か
っ

た
。

音
で

気
づ

い
た

○
5
2

5
4

ミ
ニ

カ
ー

が
遅

い
と

感
じ

た
1
4

1
4
5
0

○
4
2

4
5

1
回

目
と

同
じ

感
想

○
6
0

5
4
.5

1
8

1
0
1
8

○
4
4

3
5

抜
か

れ
る

と
き

に
，

ミ
ニ

カ
ー

が
ゆ

れ
て

怖
か

っ
た

○
5
6

3
3

1
2

1
2
0
0

○
4
6

3
5

バ
ッ

ク
ミ

ラ
ー

が
無

い
の

で
気

に
な

る
○

5
9

4
4

1
3

1
3
8
0

○
2
8

3
3

エ
ン

ジ
ン

ブ
レ

ー
キ

が
効

き
す

ぎ
る

の
で

後
車

に
当

た
る

か
も

○
5
0

4
4

ミ
ニ

カ
ー

の
速

度
が

低
い

と
感

じ
た

2
2

1
3
1
7

○
2
9

5
4

1
回

目
と

同
じ

感
想

。
一

般
道

だ
っ

た
ら

怖
く
て

運
転

で
き

な
い

○
5
4

5
4

2
5

1
6
4
5

○
2
7

4
4

ミ
ラ

ー
で

確
認

で
き

て
も

怖
い

。
抜

か
れ

る
と

き
に

横
の

ビ
ニ

ー
ル

が
バ

タ
バ

タ
す

る
の

で
怖

い
○

4
4

4
3

む
し

ろ
原

付
の

ほ
う

が
転

倒
な

ど
不

安
定

な
の

で
ミ

ニ
カ

ー
の

方
が

安
心

1
7

1
5
0
0

○
3
2

4
4

1
回

目
と

同
じ

感
想

。
横

の
ビ

ニ
ー

ル
だ

と
怖

い
の

で
，

硬
い

ド
ア

な
ら

安
心

○
4
7

2
2

横
に

並
ん

だ
際

に
，

死
角

と
な

り
ミ

ニ
カ

ー
が

消
え

て
し

ま
う

の
で

怖
い

1
5

1
3
0
4

○
3
2

5
5

平
気

○
5
1

5
4

い
つ

も
の

車
幅

と
異

な
る

た
め

少
し

感
覚

が
違

っ
た

1
9

2
0
3
8

○
3
1

5
4

ア
ク

セ
ル

ペ
ダ

ル
を

離
し

た
と

き
の

ブ
レ

ー
キ

が
効

き
す

ぎ
る

○
4
8

5
5

少
し

な
れ

た
た

め
，

車
幅

感
覚

が
少

し
つ

か
め

た
1
7

1
9
4
4

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

大
型

車
が

ミ
ニ

カ
ー

を
追

越
す

場
合

ミ
ニ

カ
ー

大
型

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.3

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.1

，
二

輪
車

が
ミ

ニ
カ

ー
を

追
越

す
場

合
）
 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
9

4
5

○
4
7

2
.5

2
風

が
あ

る
の

で
，

ミ
ニ

カ
ー

の
ふ

ら
つ

1
8

5
2
2

○
2
9

4
5

○
4
8

3
3

1
回

目
と

同
じ

1
9

9
5
3

○
2
7

4
4

○
4
9

5
5

終
始

緊
張

し
た

2
2

5
3
8

○
2
6

5
4

○
4
8

4
5

ミ
ニ

カ
ー

の
後

ろ
に

つ
い

た
際

，
チ

ョ
ッ

と
緊

張
し

た
2
2

4
0
7

○
2
8

4
4

○
4
3

3
3

ミ
ニ

カ
ー

が
レ

ー
ン

の
中

央
を

走
行

し
て

い
た

た
め

，
隣

の
レ

ー
ン

に
は

み
出

し
て

し
ま

い
そ

う
だ

っ
た

。
自

分
が

乗
っ

た
感

覚
に

対
し

，
背

後
に

つ
い

て
み

る
と

横
幅

が
あ

っ
た

。

1
5

4
9
5

○
3
2

4
4

○
5
5

3
3

ミ
ニ

カ
ー

が
レ

ー
ン

の
中

央
を

走
行

し
て

い
た

た
め

，
隣

の
レ

ー
ン

に
は

み
出

し
て

し
ま

い
そ

う
だ

っ
た

。
2
3

7
2
0

○
3
4

5
5

バ
イ

ク
が

来
た

の
で

注
意

し
て

走
行

し
た

○
6
1

4
4

ミ
ニ

カ
ー

が
も

う
少

し
左

に
寄

っ
て

い
る

と
走

り
や

す
い

と
思

っ
た

。
（
中

央
だ

っ
た

の
で

隣
に

は
み

出
す

し
か

な
か

っ
た

2
7

1
3
0
6

○
3
5

5
5

○
6
1

3
4

ミ
ニ

カ
ー

が
遅

く
て

す
ぐ

に
接

近
追

越
し

と
な

っ
た

2
6

1
7
7
0

○
2
8

5
5

○
4
1

5
5

乗
用

車
な

ど
と

異
な

り
，

ド
ラ

イ
バ

の
様

子
（
ど

ん
な

運
転

行
動

を
と

ろ
う

と
し

て
い

る
の

か
）
が

分
か

ら
な

か
っ

た
，

見
え

な
か

っ
た

1
3

1
5
3
2

○
2
8

5
5

○
3
7

5
5

9
4
6
7

○
3
0

5
5

○
4
6

4
3

ミ
ニ

カ
ー

の
前

が
気

に
な

っ
た

1
6

1
2
5
0

○
2
9

5
5

○
5
0

4
4

今
回

の
よ

う
に

レ
ー

ン
の

左
側

に
寄

っ
て

も
ら

う
と

追
越

し
し

や
す

い
2
1

1
2
3
0

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

二
輪

車
が

ミ
ニ

カ
ー

を
追

越
す

場
合

ミ
ニ

カ
ー

二
輪

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.4

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.2

，
ミ

ニ
カ

ー
が

自
転

車
を

追
越

す
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
0

5
5

抜
か

れ
る

と
き

に
意

識
し

て
左

に
寄

○
3
1

5
5

2
1

9
8
2

○
1
1

5
5

同
じ

○
2
9

5
5

自
車

が
静

か
な

の
で

気
配

に
気

付
か

れ
な

い
の

で
は

1
8

1
0
3
4

○
1
0

5
5

○
2
5

5
4

ス
ピ

ー
ド

が
低

く
，

車
体

が
ぶ

れ
な

か
っ

た
の

で
怖

く
な

か
っ

た
1
5

1
4
4
0

○
1
0

5
5

○
2
7

5
4

1
7

1
1
9
6

○
1
4

5
5

ミ
ニ

カ
ー

の
音

が
聞

こ
え

た
の

で
気

付
け

た
○

3
4

4
5

2
0

1
0
2
5

○
1
4

5
5

同
じ

○
3
1

5
5

1
7

8
0
0

○
1
7

5
4

静
か

で
気

付
か

な
い

。
抜

か
れ

る
時

の
間

隔
が

広
が

っ
た

の
で

問
題

な
し

○
3
6

5
5

1
9

1
6
0
0

○
2
0

5
4

○
3
7

5
5

自
転

車
が

速
く
て

な
か

な
か

追
越

せ
な

か
っ

た
1
7

1
3
3
7

○
1
1

4
4

ミ
ニ

カ
ー

の
音

で
気

付
い

た
が

，
一

般
道

で
は

気
付

か
な

い
だ

ろ
う

○
2
6

5
5

1
5

9
0
9

○
1
2

4
4

○
2
7

5
5

1
5

8
6
8

○
1
8

5
5

ミ
ニ

カ
ー

の
音

で
存

在
に

気
付

く
○

3
5

5
5

1
7

9
7
3

○
1
6

5
5

同
じ

○
3
3

5
5

1
7

1
1
1
4

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.2

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合

自
転

車
ミ

ニ
カ

ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.5

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.2

，
ミ

ニ
カ

ー
が

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
6

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
で

わ
か

ら
な

か
っ

た
○

4
5

4
4

1
9

9
3
5

○
2
9

5
5

快
適

○
4
3

4
4

1
4

1
0
5
7

○
2
1

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

抜
か

れ
る

ま
で

気
付

か
な

か
っ

た
○

2
7

5
4

6
1
8
6
0

○
2
2

5
5

○
2
7

5
4

5
1
5
6
0

○
2
3

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

抜
か

れ
る

ま
で

気
付

か
な

い
○

4
0

3
3

思
っ

た
よ

り
も

ス
ピ

ー
ド

が
出

な
か

っ
た

。
バ

イ
ク

が
速

い
と

思
っ

た
1
7

1
1
2
0

○
2
7

5
5

1
回

目
に

同
じ

○
3
4

4
3
.5

7
8
5
0

○
1
7

5
5

抜
か

れ
る

の
を

意
識

し
て

い
た

の
で

恐
怖

は
な

か
っ

た
○

3
3

4
4

車
体

の
大

き
さ

や
作

り
に

不
安

が
あ

る
1
6

1
0
8
5

○
1
6

5
5

ミ
ニ

カ
ー

の
音

が
気

付
か

な
い

の
で

，
ど

こ
に

い
る

か
わ

か
ら

な
い

○
2
8

4
3
.5

ル
ー

ム
ミ

ラ
ー

が
な

く
て

驚
い

た
1
2

9
3
6

○
2
0

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
で

気
付

き
に

く
い

○
3
1

4
5

バ
イ

ク
が

ゆ
っ

く
り

な
の

で
タ

イ
ミ

ン
グ

が
つ

か
み

づ
ら

か
っ

た
1
1

1
4
0
5

○
2
5

5
5

1
回

目
に

同
じ

○
3
7

4
5

サ
イ

ド
ミ

ラ
ー

を
も

う
少

し
大

き
く
し

て
欲

し
い

1
2

1
0
6
2

○
2
6

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

気
付

か
な

い
○

3
9

5
5

バ
イ

ク
の

ス
ピ

ー
ド

が
高

く
て

な
か

な
か

追
越

せ
な

か
っ

た
1
3

1
2
7
0

○
1
9

5
5

1
回

目
に

同
じ

○
3
1

5
5

1
2

1
0
5
0

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.2

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合

原
付

ミ
ニ

カ
ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.6

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.3

，
ミ

ニ
カ

ー
が

自
転

車
を

追
越

す
場

合
（
共

存
レ

ー
ン

）
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
1

5
4

○
2
3

5
3

車
線

内
で

の
追

越
し

は
不

安
が

あ
っ

1
2

8
7
1

○
1
3

5
5

○
2
5

5
4

少
し

実
験

に
慣

れ
た

。
車

幅
間

隔
に

慣
れ

た
1
2

8
8
2

○
1
0

5
5

抜
か

れ
る

の
は

怖
く
な

い
○

2
2

5
5

1
2

8
8
3

○
1
0

5
5

○
2
2

5
5

1
2

7
7
3

○
1
6

4
5

抜
か

れ
る

と
き

は
気

付
く
が

，
小

さ
い

の
で

不
安

は
な

い
○

2
4

3
3

自
転

車
と

の
距

離
が

近
い

の
で

危
険

を
感

じ
た

。
自

転
車

が
ふ

ら
つ

い
た

ら
不

安
8

5
4
0

○
1
8

5
5

○
2
5

3
3

1
回

目
に

同
じ

7
5
2
0

○
1
2

4
3

こ
の

車
幅

だ
と

接
触

し
そ

う
○

1
9

4
4

自
転

車
と

の
距

離
が

近
く
て

不
安

7
5
6
2

○
1
2

4
3

横
風

で
接

触
す

る
か

も
○

2
0

4
4

1
回

目
に

同
じ

8
4
6
0

○
1
7

4
5

車
幅

の
距

離
が

近
か

っ
た

の
で

怖
い

か
も

○
2
5

3
3

自
転

車
が

ミ
ニ

カ
ー

に
気

付
い

て
い

る
か

不
安

。
自

転
車

が
よ

ろ
け

た
ら

接
触

し
そ

う
で

不
安

8
9
6
0

○
1
8

4
5

静
か

で
気

付
か

な
い

○
2
5

3
3

1
回

目
に

同
じ

7
8
7
6

○
1
4

3
5

ひ
じ

が
当

た
る

か
も

○
2
4

3
3

自
転

車
が

ふ
ら

つ
く
の

で
，

接
触

し
そ

う
で

気
に

な
っ

た
。

ミ
ニ

カ
ー

の
動

き
が

ク
イ

ッ
ク

な
の

で
少

し
不

安
1
0

5
2
6

○
1
3

4
5

○
2
6

4
4

1
回

目
に

同
じ

。
ミ

ニ
カ

ー
の

運
転

に
慣

れ
た

1
3

5
3
8

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.3

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合
（
共

存
レ

ー
ン

）

自
転

車
ミ

ニ
カ

ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.7

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.3

，
ミ

ニ
カ

ー
が

原
付

を
追

越
す

場
合

（
共

存
レ

ー
ン

）
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
3

5
3

○
2
2

4
4

ス
ク

ー
タ

ー
が

フ
ラ

フ
ラ

し
な

か
ら

運
9

9
1
5

○
1
6

4
3

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

気
付

か
な

か
っ

た
○

2
8

4
5

1
2

1
0
9
3

○
2
0

5
3

○
2
8

4
5

バ
イ

ク
の

方
が

幅
が

広
い

た
め

，
追

越
す

と
き

に
危

険
を

感
じ

た
8

9
2
8

○
1
7

5
5

原
付

の
音

で
気

付
か

な
い

○
2
5

4
5

1
回

目
と

同
じ

8
6
5
4

○
1
8

3
2

原
付

の
音

で
ミ

ニ
カ

ー
に

気
付

か
な

い
○

2
8

3
4

バ
イ

ク
の

方
が

幅
が

広
い

た
め

，
追

越
す

と
き

に
危

険
を

感
じ

た
1
0

5
7
5

○
2
4

3
3

1
回

目
と

同
じ

○
3
2

3
4

1
回

目
と

同
じ

8
6
5
7

○
2
3

3
5

車
間

距
離

が
狭

い
の

で
気

に
な

る
○

3
2

4
4

バ
イ

ク
の

方
が

幅
が

広
い

た
め

，
追

越
す

と
き

に
危

険
を

感
じ

た
。

自
転

車
の

と
き

よ
り

速
度

が
速

い
た

め
怖

さ
を

感
じ

た

9
8
3
3

○
1
8

4
5

一
般

道
じ

ゃ
気

付
か

な
い

○
2
6

4
4

速
度

が
遅

い
た

め
，

少
し

怖
さ

を
感

じ
た

8
5
9
7

○
2
1

4
5

原
付

の
音

で
ミ

ニ
カ

ー
に

気
付

か
な

い
○

2
6

4
4

道
幅

が
せ

ま
い

た
め

，
追

越
し

づ
ら

か
っ

た
5

9
5
2

○
2
6

5
4

1
回

目
と

同
じ

○
3
3

4
4

追
越

し
す

る
と

き
の

速
度

が
速

い
た

め
，

追
越

し
に

時
間

が
か

か
る

7
1
0
7
3

○
1
8

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

，
抜

か
れ

る
と

き
に

驚
く

○
2
5

5
4

ハ
ン

ド
ル

を
き

っ
た

と
き

に
，

車
体

が
ブ

レ
る

の
怖

さ
を

感
じ

た
7

1
1
0
4

○
1
8

5
5

○
2
8

5
4

1
回

目
と

同
じ

1
0

8
1
2

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.3

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合
（
共

存
レ

ー
ン

）

原
付

ミ
ニ

カ
ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.8

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.4

，
ミ

ニ
カ

ー
が

原
付

を
追

越
す

場
合

（
専

用
レ

ー
ン

）
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
4

3
5

車
幅

が
あ

っ
た

の
で

こ
わ

く
な

か
っ

た
○

3
5

4
4

加
速

が
良

く
な

い
の

で
，

元
の

レ
ー

1
1

1
6
0
0

○
2
7

5
5

○
3
7

5
4

乗
れ

ば
乗

る
ほ

ど
慣

れ
て

き
た

1
0

1
4
6
8

○
3
1

5
5

○
3
9

4
5

意
外

と
電

動
バ

イ
ク

の
ス

ピ
ー

ド
が

高
い

と
感

じ
た

。
で

も
，

追
越

し
づ

ら
い

と
い

う
こ

と
は

無
か

っ
た

8
1
5
1
6

○
3
9

4
5

ゆ
っ

く
り

抜
か

れ
る

と
怖

い
○

4
5

3
3
.5

思
っ

た
よ

う
に

加
速

せ
ず

，
追

越
し

に
時

間
が

か
か

っ
た

。
ス

テ
ア

リ
ン

グ
が

軽
く
，

元
レ

ー
ン

に
戻

る
際

に
不

安
定

だ
と

感
じ

た

6
1
4
5
7

○
2
9

5
5

○
4
0

5
5

乗
っ

た
回

数
が

少
な

い
た

め
感

覚
が

つ
か

み
に

く
い

1
1

1
3
1
1

○
3
5

5
5

○
4
1

5
5

6
1
2
3
3

○
3
3

4
4

ミ
ニ

カ
ー

の
ス

ピ
ー

ド
が

気
に

な
っ

た
○

4
1

3
3

ス
テ

ア
操

作
時

に
不

安
を

感
じ

た
。

（
車

体
が

不
安

定
）

8
1
3
7
0

○
3
7

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

，
気

付
か

ず
に

抜
か

れ
た

ら
驚

く
か

も
○

4
3

3
.5

3
ゆ

っ
く
り

ス
テ

ア
操

作
す

れ
ば

大
丈

夫
だ

と
思

っ
た

6
8
2
5

○
3
2

4
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

，
横

に
き

た
と

き
に

驚
い

た
○

3
9

4
4

自
車

が
静

か
な

の
で

相
手

に
存

在
を

知
ら

せ
づ

ら
い

。
だ

か
ら

，
追

越
し

て
元

レ
ー

ン
に

戻
っ

た
際

に
相

手
が

驚
い

て
転

ん
だ

り
し

な
い

か
ど

う
か

不
安

だ
っ

た

7
1
2
3
8

○
2
7

5
5

○
3
4

4
4

相
手

の
ス

ピ
ー

ド
が

1
回

目
よ

り
も

速
く
，

追
越

し
が

つ
ら

か
っ

た
7

1
2
6
9

○
3
5

5
5

○
4
6

4
4

こ
の

レ
ー

ン
幅

だ
と

狭
い

と
感

じ
た

。
ミ

ニ
カ

ー
自

体
は

特
に

何
も

感
じ

な
か

っ
た

1
1

1
4
4
0

○
3
8

5
5

○
4
4

4
4

今
回

の
ス

ピ
ー

ド
（
相

対
速

度
）
だ

と
一

般
道

で
は

追
越

さ
な

い
と

思
う

6
1
3
9
3

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.4

ミ
ニ

カ
ー

が
原

付
を

追
越

す
場

合
（
専

用
レ

ー
ン

）

原
付

ミ
ニ

カ
ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.9

 
 

実
験

デ
ー

タ
（
N

o
.5

，
ミ

ニ
カ

ー
が

第
2

車
線

走
行

中
の

車
両

と
並

走
す

る
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
3
8

4
5

気
に

な
る

程
度

○
4
3

4
3

こ
の

距
離

で
走

行
す

る
と

隣
の

ミ
ニ

5
9
0
0

○
4
1

3
5

不
安

を
感

じ
る

○
4
3

4
4

ミ
ニ

カ
ー

が
速

く
，

追
い

抜
け

な
い

2
6
4
0

○
2
9

5
5

抜
か

れ
る

と
き

は
，

不
安

な
ど

な
い

○
3
9

4
4

1
0

7
4
4

○
3
3

5
3

特
に

不
安

や
恐

怖
は

な
い

○
4
4

3
3

ミ
ニ

カ
ー

が
近

く
怖

い
1
1

9
1
1

○
3
2

5
5

大
型

車
が

ゆ
っ

く
り

だ
っ

た
の

で
怖

く
な

か
っ

た
○

4
0

4
4

ミ
ニ

カ
ー

が
近

い
の

が
気

に
な

る
。

だ
か

ら
右

に
よ

っ
て

し
ま

う
8

9
7
5

○
3
5

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
4
2

4
4

ミ
ニ

カ
ー

が
左

よ
り

だ
っ

た
の

で
，

レ
ー

ン
中

央
を

走
行

す
る

こ
と

が
で

き
た

7
7
5
0

○
2
7

2
.5

3
近

く
て

怖
い

○
3
6

4
4

気
に

な
っ

た
の

で
ミ

ラ
ー

で
確

認
し

な
が

ら
走

行
し

た
。

速
度

が
低

か
っ

た
の

で
そ

れ
ほ

ど
怖

く
は

無
か

っ
た

9
7
5
0

○
3
1

3
3

1
回

目
と

同
じ

○
4
1

3
3

死
角

が
あ

り
，

見
え

な
く
な

る
時

が
怖

い
1
0

5
5
7

○
3
2

5
4

平
気

○
4
6

4
4

1
4

7
0
9

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.5

ミ
ニ

カ
ー

が
第

2
車

線
走

行
中

の
車

両
と

並
走

す
る

場
合

ミ
ニ

カ
ー

大
型

車

第
1
車

線
側

被
験

者
主

観
評

価
第

2
車

線
側
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付

表
1
.1

0
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.5

，
ミ

ニ
カ

ー
が

第
2

車
線

走
行

中
の

車
両

と
並

走
す

る
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
3
8

5
5

特
に

気
に

な
ら

な
い

○
5
6

5
5

1
8

8
7
6

○
3
3

5
5

あ
っ

さ
り

抜
か

れ
た

の
で

怖
く
な

い
○

5
0

5
4

自
転

車
を

追
い

抜
く
感

覚
だ

っ
た

1
7

1
0
3
8

○
2
8

5
5

○
5
7

4
4

2
9

7
2
0

○
3
3

5
4

風
で

ふ
ら

つ
く

○
5
1

5
5

1
8

1
1
8
2

○
2
7

4
5

急
に

視
界

に
車

が
入

る
と

ビ
ッ

ク
リ

す
る

○
4
2

5
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
怖

い
と

思
う

1
5

9
0
2

○
2
5

4
5

幅
が

狭
く
感

じ
た

○
3
8

5
5

1
3

8
4
1

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.5

ミ
ニ

カ
ー

が
第

2
車

線
走

行
中

の
車

両
と

並
走

す
る

場
合

ミ
ニ

カ
ー

乗
用

車

第
1
車

線
側

被
験

者
主

観
評

価
第

2
車

線
側
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付

表
1
.1

1
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.6

，
ミ

ニ
カ

ー
が

自
転

車
，

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
3

5
5

○
2
7

5
4

1
4

1
2
8
0

○
1
4

5
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
静

か
す

ぎ
て

気
づ

か
な

い
だ

ろ
う

○
3
1

5
5

加
速

力
が

あ
る

の
で

追
越

し
や

す
か

っ
た

1
7

1
2
6
7

○
1
1

5
5

ミ
ニ

カ
ー

が
来

る
気

配
が

な
か

っ
た

○
2
6

5
5

1
5

1
0
4
3

○
1
4

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
7

5
5

1
3

9
9
2

○
2
1

5
5

○
3
3

4
5

自
転

車
の

ス
ピ

ー
ド

が
出

て
い

た
の

で
，

追
越

す
の

に
苦

労
し

た
1
2

9
2
8

○
1
2

5
5

○
2
4

4
5

自
転

車
の

ス
ピ

ー
ド

が
遅

か
っ

た
の

で
，

不
安

は
な

か
っ

た
1
2

1
1
6
7

○
1
0

3
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
怖

く
て

運
転

で
き

な
い

○
2
0

4
4

ミ
ニ

カ
ー

の
大

き
さ

に
慣

れ
て

い
る

の
で

，
自

転
車

と
の

距
離

を
ど

れ
く
ら

い
あ

け
れ

ば
い

い
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
1
0

9
2
9

○
1
0

3
5

近
づ

く
音

に
は

気
づ

く
が

，
思

っ
て

い
た

よ
り

近
か

っ
た

の
で

ヒ
ヤ

ッ
と

し
た

○
2
0

4
4

1
回

目
と

同
じ

1
0

6
8
8

○
9

5
5

抜
か

れ
て

も
怖

く
な

い
○

1
9

5
4

1
0

1
2
0
0

○
9

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
3

5
4

1
4

1
2
4
7

○
1
6

5
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
気

づ
か

な
い

か
も

○
4
0

4
3

ス
ピ

ー
ド

を
出

す
と

フ
ラ

フ
ラ

す
る

（
車

体
が

安
定

し
な

い
）
の

で
不

安
が

あ
っ

た
2
4

9
8
7

○
1
7

4
5

音
が

静
か

な
の

で
，

抜
か

れ
る

と
き

に
ビ

ッ
ク

リ
し

た
○

4
0

4
3

1
回

目
と

同
じ

2
3

6
5
5

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.6

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合
（
区

画
道

路
）

自
転

車
ミ

ニ
カ

ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.1

2
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.6

，
ミ

ニ
カ

ー
が

自
転

車
，

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
1

5
3

フ
ル

フ
ェ

イ
ス

の
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
せ

い
○

2
6

5
5

自
転

車
の

と
き

よ
り

，
追

越
す

ス
ピ

ー
5

1
9
4
9

○
2
1

5
4

自
分

が
加

速
中

だ
っ

た
せ

い
か

，
ミ

ニ
カ

ー
の

音
が

聞
こ

え
な

か
っ

た
○

2
8

5
5

7
1
4
8
1

○
2
3

3
4

ス
ク

ー
タ

ー
の

運
転

に
集

中
し

て
い

た
（
気

を
と

ら
れ

て
い

た
）
の

で
，

ミ
ニ

カ
ー

に
気

づ
か

な
か

っ
た

○
3
2

3
4

加
速

が
し

ず
ら

い
9

1
2
2
1

○
2
5

3
4

○
3
4

3
5

9
1
3
4
3

○
1
8

5
3

ミ
ニ

カ
ー

の
音

に
気

づ
き

に
く
か

っ
た

（
ス

ク
ー

タ
ー

の
エ

ン
ジ

ン
音

，
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
せ

い
で

）
○

2
9

5
5

1
1

1
3
4
9

○
2
1

5
3

1
回

目
と

同
じ

○
3
4

5
5

1
3

1
1
3
7

○
2
2

5
5

特
に

不
安

を
感

じ
な

か
っ

た
○

3
4

4
4

サ
ン

バ
イ

ザ
ー

が
必

要
。

ま
ぶ

し
い

1
2

1
4
3
6

○
2
0

5
5

○
3
5

4
4

ビ
ニ

ー
ル

の
音

が
気

に
な

る
。

ビ
ニ

ー
ル

が
反

射
し

て
見

に
く
い

1
5

1
2
7
9

○
1
3

3
3

ス
ク

ー
タ

ー
の

運
転

に
慣

れ
て

い
る

。
ミ

ニ
カ

ー
の

気
配

を
少

し
感

じ
た

○
2
8

5
4

1
5

1
5
7
8

○
1
8

3
3

1
回

目
と

同
じ

○
3
1

5
5

1
3

1
1
9
0

○
1
8

2
3

ミ
ニ

カ
ー

の
気

配
が

な
く
，

急
に

視
界

に
現

れ
た

の
で

怖
か

っ
た

○
2
8

5
5

1
0

1
2
9
9

○
2
1

2
4

1
回

目
と

同
じ

○
3
3

5
5

エ
ン

ジ
ン

ブ
レ

ー
キ

が
よ

く
効

く
と

思
っ

た
1
2

9
3
6

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.6

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合
（
区

画
道

路
）

原
付

ミ
ニ

カ
ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.1

3
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.7

，
ミ

ニ
カ

ー
と

乗
用

車
が

す
れ

違
う

場
合

）
 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
右

側
走

行
コ

メ
ン

ト
相

対
速

度
車

間
距

離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
5

5
4

ス
ピ

ー
ド

を
2
0
km

/
h
く
ら

い
に

落
と

し
○

3
7

3
5

1
2

9
5
2

○
2
5

5
4

○
3
6

4
5

加
速

力
が

あ
る

の
で

追
越

し
や

す
か

っ
た

1
1

8
8
6

○
2
7

4
2

す
れ

違
う

と
き

に
風

圧
を

受
け

る
よ

う
な

気
が

し
た

。
ミ

ニ
カ

ー
の

直
進

性
が

悪
い

の
で

不
安

に
感

じ
る

○
3
4

4
5

7
1
0
0
0

○
2
9

4
2

1
回

目
と

同
じ

○
3
6

4
5

7
8
9
2

○
3
5

4
5

車
が

小
さ

い
と

い
う

不
安

感
が

あ
る

○
4
0

4
5

5
7
7
7

○
3
6

4
5

○
4
5

4
5

す
れ

違
う

と
き

気
に

な
る

9
7
7
4

○
2
8

3
5

自
車

の
走

行
音

が
小

さ
い

の
で

，
す

れ
違

う
と

き
の

音
が

気
に

な
っ

た
○

2
9

5
5

3
0
km

/
h
く
ら

い
な

ら
安

全
に

運
転

で
き

る
1

1
0
1
4

○
2
9

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
3
0

5
5

1
1
0
0
6

○
3
6

5
5

○
3
1

2
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
危

な
く
て

止
ま

っ
て

し
ま

う
-
5

7
5
2

○
3
4

5
5

○
3
2

2
5

-
2

6
8
3

○
3
7

5
5

○
3
5

-
2

6
3
3

○
3
5

5
5

○
3
8

5
4

対
向

車
の

動
き

が
気

に
な

る
程

度
3

8
1
1

○
3
7

5
5

○
4
1

5
5

4
7
5
2

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.7

ミ
ニ

カ
ー

と
乗

用
車

が
す

れ
違

う
場

合
（
区

画
道

路
）

ミ
ニ

カ
ー

乗
用

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
右

側
走

行
車

両
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付

表
1
.1

4
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.8

，
ミ

ニ
カ

ー
が

自
転

車
，

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
8

5
4

ミ
ニ

カ
ー

の
音

に
気

づ
い

た
の

で
○

3
3

5
5

1
5

9
2
1

○
1
8

5
4

1
回

目
と

同
じ

○
3
7

5
5

1
9

9
8
2

○
1
3

4
5

問
題

な
し

○
2
8

4
5

1
5

8
0
3

○
1
2

5
5

問
題

な
し

○
2
9

4
5

1
7

7
6
2

○
1
1

4
4

道
幅

が
狭

い
の

で
危

険
だ

と
思

っ
た

○
2
6

4
4

距
離

が
近

い
の

で
自

転
車

の
転

倒
が

気
に

な
っ

た
1
5

1
0
0
0

○
1
2

4
4

1
回

目
と

同
じ

○
2
9

4
4

自
転

車
の

ふ
ら

つ
き

が
怖

か
っ

た
1
7

9
2
4

○
1
6

4
4

ミ
ニ

カ
ー

の
音

で
気

づ
い

た
の

で
左

に
よ

っ
た

○
2
4

3
3

自
転

車
に

乗
る

人
に

よ
っ

て
変

わ
っ

て
く
る

と
思

う
（
子

供
，

老
人

な
ど

）
8

1
0
2
2

○
1
6

5
5

気
づ

い
た

ら
抜

か
れ

て
い

た
○

3
0

4
4

2
回

目
な

の
で

少
し

慣
れ

た
1
4

9
5
6

○
1
1

5
5

余
裕

で
す

○
2
4

4
4

1
3

9
1
4

○
1
3

5
5

自
身

が
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
と

思
っ

た
○

2
9

4
4

1
6

8
9
8

○
1
0

4
5

抜
か

れ
る

際
が

少
し

怖
か

っ
た

○
2
0

4
5

自
車

が
静

か
な

の
で

気
づ

か
れ

な
い

場
合

危
険

だ
と

思
う

1
0

6
8
9

○
1
1

4
5

静
か

な
の

で
気

づ
か

な
い

○
2
2

5
5

1
1

7
3
9

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.8

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合
（
ミ

ニ
カ

ー
専

用
レ

ー
ン

）

自
転

車
ミ

ニ
カ

ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.1

5
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.8

，
ミ

ニ
カ

ー
が

自
転

車
，

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
5

4
4
.5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
な

の
で

気
づ

き
に

く
○

2
8

5
5

こ
の

レ
ー

ン
幅

で
問

題
な

し
1
3

9
2
7

○
1
8

4
3
.5

抜
か

れ
る

際
，

怖
く
な

っ
て

左
端

に
寄

っ
た

○
2
8

5
5

1
0

7
0
2

○
1
5

4
4

抜
か

れ
る

と
き

，
静

か
な

の
で

一
般

道
で

は
ど

う
か

な
○

2
4

4
5

自
分

が
静

か
な

の
で

先
行

車
に

気
づ

い
て

も
ら

え
る

か
が

不
安

9
9
9
5

○
1
5

4
4

サ
イ

ド
ミ

ラ
ー

で
確

認
で

き
た

の
で

怖
く
な

か
っ

た
○

2
3

4
5

8
8
7
9

○
2
1

4
5

静
か

な
の

で
気

づ
か

な
か

っ
た

○
3
1

4
5

思
う

よ
う

に
ス

ピ
ー

ド
が

出
ず

，
追

越
し

づ
ら

か
っ

た
1
0

1
1
0
5

○
2
3

4
4
.5

1
回

目
と

同
じ

○
3
2

4
5

9
9
0
0

○
2
2

5
5

静
か

で
抜

か
れ

る
ま

で
気

づ
か

な
い

○
2
9

3
3

車
両

に
慣

れ
て

な
く
，

レ
ー

ン
も

狭
い

た
め

不
安

だ
っ

た
7

1
0
9
6

○
2
1

5
5

近
く
に

来
な

い
と

気
づ

か
な

い
○

2
8

4
4

2
回

目
だ

っ
た

の
で

少
し

慣
れ

た
7

9
3
9

○
1
5

4
5

ミ
ニ

カ
ー

が
静

か
で

抜
か

れ
る

ま
で

気
づ

か
な

か
っ

た
○

2
7

4
3

ル
ー

ム
ミ

ラ
ー

が
無

く
て

驚
い

た
（
見

る
習

慣
が

あ
る

）
。

ま
た

，
サ

イ
ド

ミ
ラ

ー
が

見
づ

ら
か

っ
た

1
2

9
3
1

○
1
6

5
5

○
2
7

4
3

ア
ク

セ
ル

を
抜

い
た

と
き

の
ス

ピ
ー

ド
が

落
ち

る
の

が
気

に
な

っ
た

1
1

9
1
8

○
1
8

3
3

ジ
ワ

ジ
ワ

抜
か

れ
る

の
が

嫌
で

す
○

2
5

4
4

も
し

バ
イ

ク
が

ふ
ら

つ
い

た
ら

怖
い

7
1
0
2
2

○
1
8

4
5

止
ま

っ
た

方
が

安
全

だ
っ

た
。

サ
イ

ド
ミ

ラ
ー

を
見

る
余

裕
が

な
い

○
2
3

4
4

思
っ

た
よ

り
も

加
速

せ
ず

，
追

越
し

づ
ら

か
っ

た
5

8
4
9

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.8

ミ
ニ

カ
ー

が
自

転
車

，
原

付
を

追
越

す
場

合
（
ミ

ニ
カ

ー
専

用
レ

ー
ン

）

原
付

ミ
ニ

カ
ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.1

6
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.9

，
ミ

ニ
カ

ー
と

ミ
ニ

カ
ー

が
す

れ
違

う
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
右

側
走

行

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ

○
2
3

3
5

自
分

が
先

に
よ

け
れ

ば
不

安
は

な
い

○
2
1

5
4

○
2
5

4
4

走
る

た
び

に
慣

れ
て

き
た

○
2
1

5
4

○
3
2

3
4

○
2
9

3
5

○
3
3

3
4

ハ
ン

ド
ル

を
き

っ
た

と
き

，
お

し
り

が
滑

る
○

2
7

3
2

○
4
2

4
5

常
に

相
手

と
の

距
離

感
が

気
に

な
る

。
レ

ー
ン

幅
が

狭
い

と
思

う
○

3
5

5
5

○
3
0

5
5

実
際

に
走

っ
て

み
る

と
，

レ
ー

ン
幅

に
余

裕
が

あ
る

と
思

っ
た

○
2
5

5
5

○
2
9

5
5

走
り

や
す

か
っ

た
○

2
4

5
5

○
2
6

3
4

こ
っ

ち
寄

り
に

走
行

し
て

き
た

の
で

ヒ
ヤ

リ
と

し
た

○
3
2

3
5

○
3
0

5
4

1
回

目
と

同
じ

感
想

○
3
1

4
5

○
2
9

4
4

対
向

車
と

の
距

離
感

が
つ

か
み

難
い

○
3
1

4
5

○
2
9

4
3

ハ
ン

ド
ル

が
ブ

レ
る

の
で

，
す

れ
違

う
と

き
に

気
を

使
う

○
3
2

4
4

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.9

ミ
ニ

カ
ー

と
ミ

ニ
カ

ー
が

す
れ

違
う

場
合

（
ミ

ニ
カ

ー
専

用
レ

ー
ン

）

ミ
ニ

カ
ー

ミ
ニ

カ
ー

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
右

側
走

行
車

両
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付

表
1
.1

7
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

0
，

電
動

原
付

が
自

転
車

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
4

5
5

バ
イ

ク
（
電

動
）
の

音
が

意
外

と
聞

こ
○

2
1

5
5

自
転

車
な

ん
て

抜
か

す
の

は
余

裕
7

8
8
5

○
1
8

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
5

5
5

1
回

目
と

同
じ

7
1
0
4
5

○
1
6

5
5

音
が

聞
こ

え
た

の
で

，
怖

さ
を

感
じ

な
か

っ
た

○
2
8

5
5

1
2

8
5
9

○
1
6

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
7

5
5

1
1

8
8
0

○
1
6

5
5

○
2
5

3
5

自
転

車
が

原
付

に
気

づ
い

て
い

る
か

気
に

な
る

9
8
0
7

○
1
3

5
5

音
が

小
さ

い
た

め
，

い
つ

電
動

バ
イ

ク
が

来
る

か
わ

か
り

づ
ら

か
っ

た
○

2
3

3
5

1
0

9
4
0

○
1
2

5
5

電
動

バ
イ

ク
の

音
が

小
さ

い
た

め
，

一
般

道
だ

と
聞

き
難

い
○

2
5

5
5

1
3

6
4
0

○
1
6

3
2

1
回

目
と

同
じ

○
2
8

5
5

1
2

7
3
3

○
1
7

4
5

音
が

静
か

な
た

め
，

電
動

バ
イ

ク
の

接
近

に
気

づ
き

に
く
か

っ
た

。
一

般
道

だ
と

音
が

聞
こ

え
な

い
○

2
7

5
5

1
0

4
4
0

○
1
0

4
5

荷
物

を
載

せ
て

い
る

場
合

，
フ

ラ
フ

ラ
す

る
の

で
道

幅
が

せ
ま

く
不

安
を

感
じ

た
○

1
9

5
5

9
5
7
4

○
1
8

4
5

静
か

な
た

め
，

急
に

視
界

に
入

っ
て

き
て

怖
さ

を
感

じ
た

（
気

づ
き

に
く
い

）
○

2
3

5
5

5
7
4
2

○
1
9

3
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
7

5
5

8
8
5
7

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

0

電
動

原
付

が
自

転
車

を
追

越
す

場
合

自
転

車
電

動
原

付

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.1

8
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

1
，

電
動

原
付

が
第

2
車

線
走

行
中

の
車

両
と

並
走

す
る

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
右

側
走

行
コ

メ
ン

ト
相

対
速

度
車

間
距

離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
7

3
4

車
が

接
近

し
て

き
た

の
で

，
左

に
○

4
5

5
5

ミ
ニ

カ
ー

と
比

べ
て

電
動

バ
イ

ク
の

方
1
8

8
3
0

○
2
6

3
4

歩
い

て
い

る
と

き
と

変
わ

ら
ず

○
4
0

3
2

電
動

バ
イ

ク
の

ふ
ら

つ
き

が
怖

か
っ

た
1
4

1
0
2
4

○
2
3

4
.5

5
原

付
が

軽
い

の
で

ト
ラ

ッ
ク

に
吸

い
寄

せ
ら

れ
る

○
4
2

4
4

1
9

9
0
9

○
2
5

4
4

守
ら

れ
る

も
の

が
な

い
の

で
心

配
○

3
5

4
4

追
い

抜
く
際

に
風

圧
で

ふ
ら

つ
か

な
い

か
気

に
な

っ
た

1
0

8
0
6

○
2
1

5
5

○
3
9

2
2

距
離

が
近

く
，

ス
ピ

ー
ド

が
遅

い
の

で
怖

か
っ

た
1
8

7
0
7

○
2
7

3
4

ミ
ニ

カ
ー

よ
り

は
運

転
し

易
い

。
ミ

ニ
カ

ー
と

同
じ

よ
う

な
恐

怖
や

不
安

が
あ

る
○

4
0

5
5

1
3

7
1
4

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

1

電
動

原
付

が
第

2
車

線
走

行
中

の
車

両
と

並
走

す
る

場
合

電
動

原
付

大
型

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
右

側
走

行
車

両
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付

表
1
.1

9
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

1
，

電
動

原
付

が
第

2
車

線
走

行
中

の
車

両
と

並
走

す
る

場
合

）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
右

側
走

行
コ

メ
ン

ト
相

対
速

度
車

間
距

離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
3

3
5

専
用

レ
ー

ン
が

あ
れ

ば
少

し
は

安
心

○
3
7

5
5

普
段

自
転

車
を

追
い

抜
く
感

覚
だ

っ
1
4

1
3
0
9

○
3
0

5
5

距
離

が
あ

っ
た

の
で

，
何

と
も

思
わ

な
か

っ
た

○
3
7

4
4

電
動

バ
イ

ク
の

音
が

無
い

の
で

違
和

感
が

あ
っ

た
7

1
1
3
8

○
2
9

5
5

普
段

か
ら

原
付

に
乗

っ
て

い
る

の
で

何
と

も
思

わ
な

い
○

4
4

4
5

1
5

1
2
0
0

○
2
7

3
4

車
が

気
に

な
っ

て
フ

ラ
フ

ラ
し

た
○

3
9

4
4

普
段

と
同

様
，

原
付

バ
イ

ク
を

追
い

抜
く
感

覚
1
2

1
1
1
8

○
2
9

4
4

特
に

不
安

は
な

い
○

4
1

5
5

普
段

と
同

様
だ

っ
た

1
2

1
2
3
0

○
2
0

5
5

一
般

道
よ

り
走

り
易

か
っ

た
○

4
4

5
5

2
4

1
2
8
6

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

1

電
動

原
付

が
第

2
車

線
走

行
中

の
車

両
と

並
走

す
る

場
合

電
動

原
付

乗
用

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
右

側
走

行
車

両

 



87
 

 

    
付

表
1
.2

0
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

2
，

乗
用

車
，

二
輪

車
が

電
動

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
3

4
5

一
般

道
よ

り
抜

か
れ

る
と

き
の

間
隔

○
4
2

5
5

1
9

9
7
1

○
3
4

5
5

○
4
9

5
5

1
5

8
2
0

○
2
2

5
5

抜
か

れ
る

と
き

の
距

離
が

違
っ

た
の

で
怖

く
な

か
っ

た
○

4
0

5
5

1
8

1
0
5
6

○
2
5

5
5

2
回

目
の

と
き

よ
り

近
か

っ
た

の
で

少
し

怖
か

っ
た

○
4
4

5
5

1
9

6
7
7

○
2
2

4
4

抜
か

れ
た

と
き

の
間

隔
が

広
か

っ
た

の
で

不
安

は
な

い
○

3
8

4
4

電
動

原
付

の
ふ

ら
つ

き
が

気
に

な
っ

た
。

車
自

体
の

運
転

の
し

易
さ

，
レ

ー
ン

幅
は

問
題

な
し

1
6

1
3
6
3

○
3
0

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
4
5

5
5

1
回

目
に

比
べ

，
周

囲
を

見
る

余
裕

が
で

き
た

1
5

1
4
2
1

○
2
0

5
3

後
方

を
気

に
し

て
い

た
の

で
不

安
な

ど
は

な
い

○
3
9

4
4

1
9

1
1
0
9

○
2
1

5
5

○
3
6

4
4

レ
ー

ン
幅

が
大

き
く
て

よ
か

っ
た

。
普

通
で

あ
れ

ば
隣

レ
ー

ン
に

は
み

出
し

て
い

た
か

も
1
5

1
2
1
1

○
2
1

3
4

抜
か

れ
た

後
ビ

ッ
ク

リ
し

た
○

3
9

5
5

1
8

1
2
3
9

○
1
9

4
5

車
が

後
ろ

か
ら

来
て

も
ミ

ラ
ー

で
確

認
す

る
余

裕
が

な
か

っ
た

○
3
5

5
5

走
る

た
び

に
慣

れ
て

き
た

1
6

1
2
0
2

○
2
1

4
4

車
の

音
が

近
づ

く
の

が
怖

か
っ

た
○

3
7

5
5

普
段

と
変

わ
ら

な
い

1
6

1
0
4
2

○
2
4

5
5

視
界

が
良

か
っ

た
の

で
怖

く
な

か
っ

た
○

4
0

5
5

1
6

1
0
3
4

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

2

乗
用

車
，

二
輪

車
が

電
動

原
付

を
追

越
す

場
合

（
区

画
道

路
）

電
動

原
付

乗
用

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.2

1
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

2
，

乗
用

車
，

二
輪

車
が

電
動

原
付

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
6

5
5

○
4
3

5
4

1
7

5
9
4

○
2
7

5
5

○
4
2

5
4

1
5

6
9
8

○
2
2

5
5

○
3
3

5
5

自
転

車
よ

り
安

定
し

て
走

っ
て

い
た

の
で

抜
き

易
か

っ
た

1
1

8
6
3

○
2
2

5
5

○
4
0

5
5

1
回

目
と

同
じ

1
8

1
1
2
6

○
2
7

5
5

○
4
2

4
4

1
5

9
3
3

○
2
7

5
5

前
ブ

レ
ー

キ
が

効
き

す
ぎ

○
4
0

4
4

1
3

7
9
4

○
1
3

5
4

半
ヘ

ル
な

の
で

，
追

越
す

車
両

に
気

づ
い

た
○

2
5

5
5

1
2

1
2
9
3

○
2
1

5
5

原
付

よ
り

乗
り

や
す

い
○

4
1

5
5

2
0

1
1
7
5

○
1
6

5
5

加
速

が
強

い
○

3
3

5
4

1
7

7
4
4

○
1
9

5
5

○
4
0

5
4

2
1

9
0
2

○
2
4

5
5

○
3
9

5
5

1
5

1
4
2
5

○
2
8

5
5

○
3
7

5
5

9
1
0
2
3

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

2

乗
用

車
，

二
輪

車
が

電
動

原
付

を
追

越
す

場
合

（
区

画
道

路
）

電
動

原
付

二
輪

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.2

2
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

3
，

電
動

原
付

と
乗

用
車

が
す

れ
違

う
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
右

側
走

行
コ

メ
ン

ト
相

対
速

度
車

間
距

離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
8

4
4

思
っ

た
よ

り
近

い
の

で
少

し
驚

い
た

○
4
3

4
5

レ
ー

ン
幅

十
分

1
5

1
0
0
5

○
2
7

5
5

思
っ

た
以

上
に

左
端

に
寄

っ
て

し
ま

う
○

4
6

5
5

1
回

目
よ

り
慣

れ
た

1
9

9
9
6

○
2
1

4
4

車
が

近
か

っ
た

の
で

，
も

う
少

し
離

れ
て

欲
し

か
っ

た
○

4
0

5
5

周
辺

車
両

が
な

い
の

で
安

心
し

て
走

れ
た

1
9

1
1
1
3

○
1
9

4
4

問
題

な
し

○
4
2

4
5

1
回

目
に

比
べ

バ
イ

ク
が

中
央

に
寄

っ
て

い
た

の
が

気
に

な
っ

た
2
3

7
9
3

○
1
5

5
5

問
題

な
し

○
2
9

4
4

バ
イ

ク
が

ふ
ら

つ
く
の

で
は

な
い

か
と

気
に

な
っ

た
1
4

1
0
9
3

○
2
7

4
5

1
回

目
の

ス
ピ

ー
ド

が
出

て
い

た
の

で
少

し
気

に
な

っ
た

○
3
6

4
4

1
回

目
と

同
じ

感
想

9
9
2
3

○
3
2

5
5

幅
が

あ
っ

た
の

で
問

題
な

し
○

2
5

3
3

バ
イ

ク
が

中
央

よ
り

だ
っ

た
の

で
ひ

や
り

と
し

た
。

よ
け

る
タ

イ
ミ

ン
グ

が
難

し
か

っ
た

-
7

1
8
9
7

○
3
5

5
5

意
図

的
に

中
央

に
寄

っ
た

の
で

怖
く

な
か

っ
た

○
1
5

3
.5

3
レ

ー
ン

か
ら

出
な

い
よ

う
減

速
し

た
-
2
0

1
3
6
0

○
3
3

5
5

問
題

な
し

○
3
0

4
4

-
3

1
0
7
2

○
3
3

5
5

近
く
て

も
怖

く
な

い
。

壁
が

あ
っ

た
ら

怖
い

か
も

○
2
3

3
3

バ
イ

ク
が

中
央

よ
り

だ
っ

た
の

で
ヒ

ヤ
リ

と
し

た
-
1
0

1
2
2
0

○
2
3

3
5

す
れ

違
い

が
近

く
て

怖
か

っ
た

○
3
8

5
5

レ
ー

ン
幅

が
十

分
だ

っ
た

1
5

1
3
9
2

○
2
3

3
5

車
が

近
く
て

，
車

が
よ

け
る

か
不

安
○

3
7

5
5

1
4

9
6
7

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

3

電
動

原
付

と
乗

用
車

が
す

れ
違

う
場

合
（
区

画
道

路
）

電
動

原
付

乗
用

車

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
右

側
走

行
車

両
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付

表
1
.2

3
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

4
，

電
動

原
付

が
自

転
車

を
追

越
す

場
合

）
 

 

 
実

験
N

o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
追

越
し

コ
メ

ン
ト

相
対

速
度

車
間

距
離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
1
1

5
5

○
2
0

5
5

9
6
5
5

○
1
2

4
5

音
が

小
さ

い
た

め
，

電
動

バ
イ

ク
の

接
近

に
気

づ
き

に
く
い

○
2
5

5
5

1
3

5
7
7

○
1
8

5
5

○
3
1

5
5

1
3

5
4
2

○
1
9

5
5

○
3
5

5
5

1
6

6
8
0

○
1
7

5
5

○
2
7

3
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
，

白
線

か
ら

出
な

い
と

抜
か

せ
な

い
1
0

9
2
3

○
1
3

5
5

音
は

よ
く
聞

こ
え

た
が

，
一

般
道

だ
と

聞
こ

え
な

い
○

2
2

3
5

一
般

道
だ

っ
た

ら
，

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
し

て
注

意
す

る
か

も
9

9
3
9

○
1
1

5
5

音
は

聞
こ

え
た

が
，

一
般

道
だ

と
聞

こ
え

な
い

○
2
8

5
5

1
7

8
3
1

○
2
0

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
3
4

5
5

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
す

か
も

。
自

転
車

が
気

づ
か

な
い

と
思

う
か

ら
1
4

6
9
7

○
1
1

5
5

一
般

道
だ

と
音

が
聞

こ
え

な
い

の
で

不
安

に
思

う
○

2
2

5
5

1
1

6
7
8

○
1
2

5
4

道
幅

が
狭

い
の

で
走

る
と

き
に

少
し

不
安

に
思

っ
た

○
2
3

5
5

1
1

5
0
8

○
2
0

4
5

一
般

道
だ

と
電

動
バ

イ
ク

が
接

近
し

て
く
る

音
が

聞
こ

え
な

い
の

で
不

安
に

感
じ

た
○

2
8

5
5

8
7
9
4

○
1
9

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
7

5
5

加
速

が
も

の
足

り
な

い
8

9
6
0

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

4

電
動

原
付

が
自

転
車

を
追

越
す

場
合

（
共

存
レ

ー
ン

）

自
転

車
電

動
原

付

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
追

越
し

車
両
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付

表
1
.2

4
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

5
，

原
付

と
原

付
が

す
れ

違
う

場
合

）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
左

側
走

行
コ

メ
ン

ト
右

側
走

行
コ

メ
ン

ト
相

対
速

度
車

間
距

離

男
性

女
性

高
齢

者
車

両
速

度
（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
男

性
女

性
高

齢
者

車
両

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ
（
km

/
h
）

（
m

m
）

○
2
6

5
4

最
初

か
ら

対
向

車
が

左
に

寄
っ

て
い

○
2
9

3
3

不
安

だ
っ

た
。

す
れ

違
う

か
ら

怖
い

3
9
3
0

○
2
5

5
5

1
回

目
と

同
じ

○
2
8

3
5

1
回

目
と

同
じ

3
7
6
3

○
2
8

3
3
.5

レ
ー

ン
の

左
側

を
進

入
し

て
し

ま
っ

た
○

2
3

4
5

す
れ

違
う

と
き

緊
張

し
た

が
そ

れ
ほ

ど
で

も
な

か
っ

た
-
5

8
2
2

○
2
2

3
3

レ
ー

ン
幅

が
狭

く
て

運
転

し
に

く
い

○
2
8

3
5

近
か

っ
た

の
で

接
触

し
そ

う
で

怖
か

っ
た

6
7
2
0

○
1
3

5
5

○
1
4

5
4

気
を

つ
け

て
運

転
し

た
の

で
怖

く
な

か
っ

た
1

9
6
0

○
2
1

5
5

す
れ

違
い

時
に

相
手

が
ふ

ら
つ

い
て

い
た

○
1
2

5
5

-
9

9
2
8

○
1
4

4
4

○
1
6

5
5

特
に

平
気

2
7
0
7

○
1
3

4
4

レ
ー

ン
が

狭
く
，

互
い

に
恐

る
恐

る
走

っ
た

の
で

は
と

思
う

○
1
8

5
5

1
回

目
と

同
じ

5
6
6
4

○
1
5

4
4

普
段

乗
っ

て
な

い
の

で
不

安
だ

っ
た

。
相

手
が

ふ
ら

つ
く
か

ど
う

か
も

○
1
7

5
5

平
気

2
8
5
7

○
1
5

4
4

1
回

目
と

同
じ

○
1
8

5
5

平
気

3
9
9
4

○
3
1

4
4

も
う

少
し

レ
ー

ン
幅

が
欲

し
い

と
感

じ
た

（
3
0
km

/
h
の

場
合

）
○

2
6

5
5

電
動

原
付

が
細

身
だ

か
ら

怖
く
な

い
-
5

9
6
0

○
2
2

4
4

互
い

に
ス

ピ
ー

ド
を

落
と

せ
ば

全
然

問
題

な
さ

そ
う

○
2
5

5
5

1
回

目
と

同
じ

3
8
9
6

被
験

者
主

観
評

価

N
o
.1

5

原
付

と
原

付
が

す
れ

違
う

場
合

（
共

存
レ

ー
ン

）

原
付

電
動

原
付

左
側

走
行

車
両

被
験

者
主

観
評

価
右

側
走

行
車

両
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付

表
1
.2

5
 

 
実

験
デ

ー
タ

（
N

o
.1

6
，

ミ
ニ

カ
ー

車
線

変
更

の
場

合
）
 

 

 

実
験

N
o
.

ケ
ー

ス
車

線
変

更
開

始
時

か
ら

コ
メ

ン
ト

男
性

女
性

高
齢

者
横

方
向

進
行

方
向

平
均

速
度

（
km

/
h
）

危
険

感
運

転
の

し
易

さ

○
2
7
1
1

5
6
.3

9
3

3
1
.9

9
5

4
レ

ー
ン

チ
ェ

ン
ジ

，
右

折
と

も
に

問
題

な
し

○
3
4
1
2

7
7
.6

8
6

3
1
.3

4
5

4
1
回

目
と

同
じ

感
想

○
2
6
7
1

4
5
.7

6
2

3
9
.7

9
5

5
特

に
問

題
な

く
走

行
で

き
た

○
2
4
5
0

4
5
.5

2
9

3
7
.3

8
5

5
○

4
0
9
8

5
4
.3

9
2

3
0
.7

1
5

5
問

題
な

く
運

転
で

き
た

○
3
5
0
6

3
6
.1

2
4

3
1
.8

7
5

5
後

ろ
の

車
が

少
し

気
に

な
っ

た
。

ル
ー

ム
ミ

ラ
ー

が
な

く
，

気
に

な
っ

た
○

2
9
6
4

4
2
.1

9
9

3
5
.6

3
5

5
車

線
変

更
時

，
気

に
な

っ
た

の
で

ミ
ラ

ー
で

後
ろ

を
確

認
し

た
○

2
7
9
5

4
3
.1

3
6

3
2
.0

8
4

4
1
回

目
よ

り
も

後
ろ

の
車

が
接

近
し

て
き

た
の

で
気

に
な

っ
た

○
3
7
1
5

5
9
.7

4
5

3
6
.1

9
5

2
ア

ク
セ

ル
を

抜
く
と

ガ
ク

ン
と

ス
ピ

ー
ド

が
落

ち
る

た
め

，
ス

ピ
ー

ド
調

節
が

難
し

い
。

横
の

バ
タ

バ
タ

音
が

気
に

な
っ

た
。

○
2
7
8
6

6
5
.5

6
9

3
8
.1

7
5

2
ブ

レ
ー

キ
も

フ
ィ

ー
リ

ン
グ

が
分

か
り

づ
ら

い
。

後
ろ

の
車

は
全

然
気

に
な

ら
な

か
っ

た

○
3
6
7
4

4
1
.2

0
2

3
3
.9

8
4

3
車

線
変

更
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

気
に

な
っ

た
（
ミ

ニ
カ

ー
の

ほ
う

が
ス

ピ
ー

ド
が

出
な

い
の

が
分

か
っ

て
い

る
か

ら
）

○
3
7
3
9

3
8
.4

6
7

3
3
.9

5
4

3
.5

先
行

車
が

気
に

な
っ

た
。

交
差

点
ま

で
の

距
離

が
把

握
し

ず
ら

か
っ

た
（
先

行
車

が
い

た
た

め
）

○
2
4
9
5

4
6
.1

4
5

3
3
.6

5
5

3
.5

自
分

の
車

と
違

う
の

で
少

し
不

安
が

あ
っ

た
（
車

体
の

大
き

さ
，

ハ
ン

ド
ル

や
ペ

ダ
ル

の
フ

ィ
ー

リ
ン

グ
）

○
2
8
4
6

4
6
.5

6
6

3
2
.6

2
3
.5

3
.5

2
回

目
な

の
で

少
し

慣
れ

た
。

先
行

車
が

い
た

た
め

，
車

線
変

更
の

際
，

「
加

速
し

な
け

れ
ば

」
と

少
し

焦
っ

た
。

○
3
0
8
8

4
8
.8

1
9

3
5
.0

4
4

4
公

道
で

は
ム

リ
だ

と
思

っ
た

。
行

動
だ

っ
た

ら
，

後
続

車
に

追
い

抜
か

せ
た

後
に

車
線

変
更

す
る

と
思

う
。

○
3
2
6
6

7
2
.6

3
7

3
7
.6

8
4

3
先

行
車

の
ウ

イ
ン

カ
ー

が
気

に
な

っ
た

。
や

は
り

車
の

台
数

が
増

え
る

と
不

安
で

運
転

し
に

く
く
な

る
○

2
8
0
1

7
6
.5

2
4

3
6
.5

5
5

4
車

線
変

更
時

の
ふ

ら
つ

き
○

2
7
4
4

4
9
.4

8
9

3
3
.3

8
5

4
サ

イ
ド

ミ
ラ

ー
の

見
え

方
に

違
和

感
あ

り
。

（
普

段
と

異
な

る
）

主
観

評
価

車
線

変
更

区
間

に
お

け
る

距
離

（
m

）

N
o
.1

6

第
1
車

線
か

ら
第

2
車

線
へ

の
車

線
変

更

ミ
ニ

カ
ー

走
行

車
両

被
験

者
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付図 1.1 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度-車間距離 
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付図 1.2 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 1.3 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐危険感（乗用車） 
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付図 1.4 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 1.5 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐危険感（乗用車） 
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付図 1.6 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 1.7 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 1.8 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 1.9 乗用車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 1.10 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐車間距離 
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付図 1.11 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 1.12 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐危険感（大型車） 
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付図 1.13 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 1.14 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐危険感（大型車） 
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付図 1.15 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 1.16 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐運転のし易さ（大型車） 
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付図 1.17 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 1.18 大型車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐運転のし易さ（大型車） 
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付図 1.19 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐車間距離 
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付図 1.20 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 500 1000 1500 2000 2500

二輪車がミニカーを追越す場合（No.1）
車間距離‐危険感（二輪車）

車間距離（mm）

危
険

感
（
5段

階
）

 
 

付図 1.21 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐危険感（二輪車） 
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付図 1.22 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 1.23 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐危険感（二輪車） 
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付図 1.24 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 1.25 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

車間距離‐運転のし易さ（二輪車） 
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付図 1.26 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 1.27 二輪車がミニカーを追越す場合（No.1） 

相対速度‐運転のし易さ（二輪車） 
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付図 2.1 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐車間距離 
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付図 2.2 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐危険感（自転車） 
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付図 2.3 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 2.4 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐危険感（自転車） 
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付図 2.5 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 2.6 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 2.7 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 2.8 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 2.9 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 2.10 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐車間距離 
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付図 2.11 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐危険感（原付） 
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付図 2.12 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 2.13 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐危険感（原付） 
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付図 2.14 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 



116 
 

 
 

0

1

2

3

4

5

6

0 500 1000 1500 2000

ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.2）
車間距離‐運転のし易さ（原付）

車間距離（mm）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

 
 

付図 2.15 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐運転のし易さ（原付） 
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付図 2.16 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 2.17 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐運転のし易さ（原付） 
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付図 2.18 ミニカーが自転車を追越す場合（No.2） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 3.1 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐車間距離 
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付図 3.2 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

車間距離‐危険感（自転車） 
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付図 3.3 ミニカーが自転車を追越す場合（No3） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 3.4 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐危険感（自転車） 
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付図 3.5 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 3.6 ミニカーが自転車を追越す場合（No3） 

車間距離‐運転のし易さ（自転車） 

 
 

0

1

2

3

4

5

6

0 200 400 600 800 1000 1200

ミニカーが自転車を追越す場合（No.3）
車間距離‐運転のし易さ（ミニカー）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

車間距離（mm）
 

 
付図 3.7 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 3.8 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 3.9 ミニカーが自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 3.10 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐車間距離 
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付図 3.11 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

車間距離‐危険感（原付） 
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付図 3.12 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 3.13 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐危険感（原付） 
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付図 3.14 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 3.15 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

車間距離‐運転のし易さ（原付） 
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付図 3.16 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 3.17 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐運転のし易さ（原付） 
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付図 3.18 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.3） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 4.1 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

相対速度‐車間距離 



129 
 

 
 

0

1

2

3

4

5

6

0 500 1000 1500 2000

ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4）
車間距離‐危険感（原付）

危
険

感
（
5段

階
）

車間距離（mm）
 

 
付図 4.2 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

車間距離‐危険感（原付） 
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付図 4.3 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 4.4 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

相対速度‐危険感（原付） 
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付図 4.5 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 4.6 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

車間距離‐運転のし易さ（原付） 
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付図 4.7 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 4.8 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

相対速度‐運転のし易さ（原付） 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 5 10 15 20

ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4）
相対速度‐運転のし易さ（ミニカー）

相対速度（km/h）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

 
 

付図 4.9 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.4） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 5.1 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐車間距離 
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付図 5.2 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 5.3 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐危険感（大型車） 
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付図 5.4 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 5.5 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐危険感（大型車） 
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付図 5.6 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 5.7 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐運転のし易さ（大型車） 
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付図 5.8 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 5.9 ミニカーが大型車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐運転のし易さ（大型車） 
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付図 5.10 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐車間距離 
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付図 5.11 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 5.12 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐危険感（乗用車） 
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付図 5.13 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐危険感（乗用車） 
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付図 5.14 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐危険感（乗用車） 
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付図 5.15 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 5.16 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

車間距離‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 5.17 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 5.18 ミニカーが乗用車と並走する場合（No.5） 

相対速度‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 6.1 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐車間距離 

 
 



144 
 

 
 

0

1

2

3

4

5

6

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

ミニカーが自転車を追越す場合（No.6）
車間距離‐危険感（自転車）

危
険

感
（5

段
階

）

車間距離（mm）
 

 
付図 6.2 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐危険感（自転車） 
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付図 6.3 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 6.4 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐危険感（自転車） 
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付図 6.5 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 6.6 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 6.7 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 6.8 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 6.9 ミニカーが自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 6.10 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐車間距離 
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付図 6.11 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐危険感（原付） 
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付図 6.12 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 6.13 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐危険感（原付） 
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付図 6.14 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 6.15 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐運転のし易さ（原付） 
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付図 6.16 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 6.17 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐運転のし易さ（原付） 
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付図 6.18 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.6） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 7.1 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

ミニカーの速度‐車間距離 
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付図 7.2 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

乗用車の速度‐車間距離 
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付図 7.3 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 7.4 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

車間距離‐危険感（乗用車） 



155 
 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 10 20 30 40 50

ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7）
ミニカーの速度‐危険感（ミニカー）

危
険

感
（5

段
階

）

ミニカーの速度（km/h）
 

 

付図 7.5 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

ミニカーの速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 7.6 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

乗用車の速度‐危険感（乗用車） 
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付図 7.7 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 7.8 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

車間距離‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 7.9 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

ミニカーの速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 7.10 ミニカーと乗用車がすれ違う場合（No.7） 

乗用車の速度‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 8.1 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐車間距離 
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付図 8.2 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐危険感（自転車） 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 200 400 600 800 1000 1200

ミニカーが自転車を追越す場合（No.8）
車間距離‐危険感（ミニカー）

車間距離（mm）

危
険

感
（
5段

階
）

 
 

付図 8.3 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 8.4 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐危険感（自転車） 
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付図 8.5 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 8.6 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 8.7 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 8.8 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐運転のし易さ（自転車） 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 5 10 15 20 25

ミニカーが自転車を追越す場合（No.8）
相対速度‐運転のし易さ（ミニカー）

相対速度（km/h）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

 
 

付図 8.9 ミニカーが自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 8.10 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐車間距離 
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付図 8.11 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐危険感（原付） 
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付図 8.12 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 8.13 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐危険感（原付） 
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付図 8.14 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 8.15 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐運転のし易さ（原付） 
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付図 8.16 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 8.17 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐運転のし易さ（原付） 
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付図 8.18 ミニカーが原付自転車を追越す場合（No.8） 

相対速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 9.1 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

ミニカーの速度‐車間距離 
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付図 9.2 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

他方のミニカーの速度‐車間距離 
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付図 9.3 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

車間距離‐危険感（ミニカー） 
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付図 9.4 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

車間距離‐危険感（他方のミニカー） 
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付図 9.5 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

ミニカーの速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 9.6 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

他方のミニカーの速度‐危険感（他方のミニカー） 
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付図 9.7 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

車間距離‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 9.8 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

車間距離‐運転のし易さ（他方のミニカー） 
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付図 9.9 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

ミニカーの速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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付図 9.10 ミニカーとミニカーがすれ違う場合（No.9） 

他方のミニカーの速度‐運転のし易さ（他方のミニカー） 
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付図 10.1 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

相対速度‐車間距離 
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付図 10.2 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

車間距離‐危険感（自転車） 
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付図 10.3 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 10.4 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

相対速度‐危険感（自転車） 
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付図 10.5 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

相対速度‐危険感（電動原付） 
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付図 10.6 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

車間距離‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 10.7 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 10.8 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

相対速度‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 10.9 電動原付が自転車を追越す場合（No.10） 

相対速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 11.1 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐車間距離 
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付図 11.2 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐危険感（電動原付） 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 400 800 1200 1600

電動原付が大型車と並走する場合（No.11）
車間距離‐危険感（大型車）

車間距離（mm）

危
険

感
（
5段

階
）

 
 

付図 11.3 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐危険感（大型車） 
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付図 11.4 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐危険感（電動原付） 
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付図 11.5 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐危険感（大型車） 
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付図 11.6 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 11.7 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐運転のし易さ（大型車） 
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付図 11.8 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 11.9 電動原付が大型車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐運転のし易さ（大型車） 
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付図 11.10 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐車間距離 
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付図 11.11 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 11.12 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐危険感（乗用車） 
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付図 11.13 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐危険感（電動原付） 
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付図 11.14 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐危険感（乗用車） 
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付図 11.15 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 11.16 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

車間距離‐運転のし易さ（乗用車） 



187 
 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 5 10 15 20 25 30

電動原付が乗用車と並走する場合（No.11）
相対速度‐運転のし易さ（電動原付）

相対速度（km/h）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

 
 

付図 11.17 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 11.18 電動原付が乗用車と並走する場合（No.11） 

相対速度‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 12.1 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐車間距離 
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付図 12.2 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 12.3 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐危険感（乗用車） 
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付図 12.4 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐危険感（電動原付） 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 5 10 15 20 25 30

乗用車が電動原付を追越す場合（No.12）
相対速度‐危険感（乗用車）

相対速度（km/h）

危
険

感
（
5段

階
）

 
 

付図 12.5 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐危険感（乗用車） 
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付図 12.6 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 12.7 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 12.8 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 12.9 乗用車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐運転のし易さ（乗用車） 



193 
 

 

 

0

400

800

1200

1600

0 5 10 15 20 25 30

二輪車が電動原付を追越す場合（No.12）
相対速度‐車間距離

車
間

距
離

（
m

）

相対速度（km/h）
 

 
付図 12.10 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐車間距離 
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付図 12.11 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 12.12 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐危険感（二輪車） 
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付図 12.13 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐危険感（電動原付） 
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付図 12.14 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐危険感（二輪車） 
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付図 12.15 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 12.16 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

車間距離‐運転のし易さ（二輪車） 



197 
 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 5 10 15 20 25 30

二輪車が電動原付を追越す場合（No.12）
相対速度‐運転のし易さ（電動原付）

相対速度（km/h）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

 
 

付図 12.17 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 12.18 二輪車が電動原付を追越す場合（No.12） 

相対速度‐運転のし易さ（二輪車） 
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付図 13.1 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

電動原付の速度‐車間距離 
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付図 13.2 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

乗用車の速度‐車間距離 
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付図 13.3 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 13.4 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

車間距離‐危険感（乗用車） 



200 
 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 10 20 30 40 50

電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13）
電動原付の速度‐危険感（電動原付）

電動原付の速度（km/h）

危
険

感
（
5段

階
）

 
 

付図 13.5 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

電動原付の速度‐危険感（電動原付） 
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付図 13.6 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

乗用車の速度‐危険感（乗用車） 
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付図 13.7 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 13.8 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

車間距離‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 13.9 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

電動原付の速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 13.10 電動原付と乗用車がすれ違う場合（No.13） 

乗用車の速度‐運転のし易さ（乗用車） 
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付図 14.1 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

相対速度‐車間距離 
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付図 14.2 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

車間距離‐危険感（自転車） 
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付図 14.3 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 14.4 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

相対速度‐危険感（自転車） 
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付図 14.5 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

相対速度‐危険感（電動原付） 
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付図 14.6 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

車間距離‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 14.7 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 14.8 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

相対速度‐運転のし易さ（自転車） 
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付図 14.9 電動原付が自転車を追越す場合（No.14） 

相対速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 15.1 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

原付の速度‐車間距離 
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付図 15.2 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

電動原付の速度‐車間距離 



209 
 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 200 400 600 800 1000 1200

原付自転車どうしがすれ違う場合（No.15）
車間距離‐危険感（原付）

車間距離（mm）

危
険

感
（
5段

階
）

 
 

付図 15.3 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

車間距離‐危険感（原付） 
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付図 15.4 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

車間距離‐危険感（電動原付） 
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付図 15.5 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

原付の速度‐危険感（原付） 
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付図 15.6 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

電動原付の速度‐危険感（電動原付） 



211 
 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

0 200 400 600 800 1000 1200

原付自転車どうしがすれ違う場合（No.15）
車間距離‐運転のし易さ（原付）

車間距離（mm）

運
転

の
し

易
さ

（
5段

階
）

 
 

付図 15.7 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

車間距離‐運転のし易さ（原付） 
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付図 15.8 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

車間距離‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 15.9 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

原付の速度‐運転のし易さ（原付） 
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付図 15.10 電動原付と原付がすれ違う場合（No.15） 

電動原付の速度‐運転のし易さ（電動原付） 
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付図 16.1 車線変更（No.16） 

平均速度‐危険感（ミニカー） 
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付図 16.2 車線変更（No.16） 

平均速度‐運転のし易さ（ミニカー） 
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技
術

開
発

「
電

気
自

動
車

用
電

池
交

換
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」

N
E
D

O
J
E
V
A

中
国

電
力

電
気

自
動

車
モ

ニ
タ

ー
調

査
東

京
都

J
E
V
A

負
荷

集
中

制
御

シ
ス

テ
ム

確
立

実
証

試
験

等
「
L
L
（
L
oa

d 
L
ev

e
lin

g）
型

急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

実
証

試
験

」

N
E
D

O
J
E
V
A

IT
S
/
E
V
（
E
V
共

同
利

用
シ

ス
テ

ム
）
研

究
開

発
事

業
、

広
報

調
査

事
業

N
E
D

O
J
E
V
A

J
S
K

他

電
池

着
脱

式
電

気
自

動
車

を
用

い
た

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

調
査

研
究

M
S
S
F

J
E
V
A

関
連

団
体

J
E

V
A

J
A

R
I

エ
コ

・
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
協

会

N
E
D
O
：
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・産

業
技

術
開

発
機

構
、
MS
SF

：
機

械
シ

ス
テ

ム
振

興
協

会
、
JA
R
I：

日
本

自
動

車
研

究
所

、
JE

VA
：
日

本
電

動
車

両
協

会

電
気

自
動

車
関

連
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
年

表



EV
・
pH

Vタ
ウ

ン
構

想
自

治
体

提
案

概
要

　
　

　
　

　
　

　
1/
2

3

フ
ォ

ロ
ー

項
目

集
約

内
容

備
　

考

車
両

導
入

台
数

・
自

動
車

保
有

台
数

、
新

車
販

売
予

測
か

ら
設

定
・
自

治
体

、
空

港
・
駅

、
民

間
に

分
け

て
設

定
　

イ
ン

フ
ラ

整
備

箇
所

・
面

積
（
km

四
方

）
当

た
り

の
基

数
で

設
置

　
　

①
ユ

ー
ザ

ー
の

走
行

距
離

か
ら

　
　

②
１

基
あ

た
り

の
E
V

台
数

か
ら

　
　

③
充

電
器

へ
の

到
達

時
間

か
ら

・
１

小
学

校
区

に
１

基
の

割
合

で
設

置
・
自

治
体

、
空

港
・
駅

、
民

間
に

分
け

て
設

定
・
具

体
的

設
置

箇
所

を
想

定
し

て
設

定

・
将

来
に

向
け

た
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
シ

ス
テ

ム
、

課
金

シ
ス

テ
ム

の
検

討

購
入

時
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

車
両

導
入

補
助

金
・
市

町
村

に
お

い
て

も
独

自
の

補
助

金
を

検
討

・
交

付
対

象
は

個
人

、
事

業
者

等
　

イ
ン

フ
ラ

導
入

補
助

金
・
補

助
対

象
は

急
速

充
電

器
、

2
0
0
V

コ
ン

セ
ン

ト
等

・
交

付
対

象
は

一
般

事
業

者
、

燃
料

小
売

事
業

者
等

　

税
金

優
遇

・
（
軽

）
自

動
車

税
、

自
動

車
取

得
税

の
減

免
・
税

制
優

遇
・
充

電
イ

ン
フ

ラ
の

固
定

資
産

税
軽

減

　

条
例

・
「
環

境
確

保
条

例
」
、

「
E
V

・
ｐ
H

V
導

入
・
利

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
（
東

京
）

・
「
次

世
代

自
動

車
の

普
及

の
促

進
に

関
す

る
条

例
」
（
京

都
）

　

利
用

時
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

駐
車

場
・
自

治
体

・
民

間
等

有
料

駐
車

場
の

料
金

割
引

・
E
V

・
ｐ
H

V
優

先
区

画
、

専
用

無
料

駐
車

場
の

設
置

　

高
速

料
金

・
高

速
・
有

料
道

路
の

料
金

割
引

（
E
T
C

）
　

充
電

料
金

・
官

公
庁

施
設

で
の

無
料

充
電

・
無

料
充

電
設

備
の

設
置

　

そ
の

他
・
観

光
施

設
入

場
料

の
減

免
、

買
い

物
時

の
値

引
き

　

エ
コ

ポ
イ

ン
ト

制
度

・
エ

コ
ポ

イ
ン

ト
制

度
の

導
入

　
　

①
C

O
2
削

減
量

に
応

じ
て

　
　

②
商

業
施

設
の

充
電

設
備

利
用

者
に

対
し

て
　

　
③

E
V

・
ｐ
H

V
の

購
入

者
に

対
し

て

・
国

内
で

統
一

？

表
彰

制
度

・
表

彰
、

エ
コ

事
業

所
認

定
制

度
の

導
入

　
　

①
イ

ン
フ

ラ
整

備
、

イ
ン

フ
ラ

開
放

事
業

者
　

　
②

E
V

・
ｐ
H

V
の

積
極

導
入

事
業

者
・
運

用
状

況
等

の
優

良
事

例
集

の
作

成
、

配
布

・
国

内
で

統
一

？

急
速

充
電

器
設

置
密

度
①

ユ
ー

ザ
ー

の
走

行
距

離
か

ら
②
1基

あ
た

り
の
EV

台
数

か
ら

③
充

電
器

へ
の

到
達

時
間

か
ら

エ
コ

ポ
イ

ン
ト

表
彰

制
度



EV
・
pH

Vタ
ウ

ン
構

想
自

治
体

提
案

概
要

　
　

　
　

　
　

　
2/
2

4

フ
ォ

ロ
ー

項
目

集
約

内
容

備
　

考

普
及

啓
発

広
報

活
動

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

・
E
V

専
用

ナ
ン

バ
ー

の
創

設
・
国

内
で

統
一

？

ロ
ゴ

マ
ー

ク

・
ロ

ゴ
マ

ー
ク

の
制

定
　

　
①

E
V

・
ｐ
H

V
車

両
用

ロ
ゴ

マ
ー

ク
　

　
②

充
電

設
備

設
置

箇
所

用
ロ

ゴ
マ

ー
ク

　
　

③
E
V

・
ｐ
H

V
導

入
事

業
所

用
ロ

ゴ
マ

ー
ク

・
国

内
で

統
一

？

そ
の

他

・E
V

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
パ

ー
ク

＆
E
V

ラ
イ

ド
・E

V
タ

ク
シ

ー
・
E
V

レ
ン

タ
カ

ー
、

カ
ー

リ
ー

ス
・
充

電
設

備
設

置
箇

所
を

公
開

　
　

①
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

　
　

②
カ

ー
ナ

ビ
　

　
③

観
光

マ
ッ

プ

・
カ

ー
シ

ェ
ア

事
業

化
へ

の
ハ

ー
ド

ル

効
果

評
価

普
及

状
況

・
E
V

・
ｐ
H

V
普

及
台

数
調

査
・
調

査
方

法
、

調
査

期
間

の
統

一

性
能

・
暖

房
利

用
時

の
消

費
電

力
・
寒

冷
地

に
お

け
る

E
V

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

・
E
V

・
ｐ
H

V
走

行
デ

ー
タ

の
取

得

・
国

内
で

統
一

？
（
デ

ー
タ

ロ
ガ

ー
搭

載
、

M
E
T
Iと

の
連

携
）

コ
ス

ト
・
E
V

・
ｐ
H

V
、

充
電

イ
ン

フ
ラ

の
経

済
性

評
価

・
寒

冷
地

に
お

け
る

E
V

の
経

済
性

評
価

・
農

業
用

E
V

の
経

済
性

評
価

使
い

勝
手

・
冬

道
走

行
に

対
す

る
実

用
性

評
価

・
降

雪
時

の
充

電
イ

ン
フ

ラ
利

用
に

関
す

る
評

価
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

　
　

①
展

示
・
試

乗
会

　
　

②
イ

ン
フ

ラ
運

用
車

　
　

③
E
V

・
ｐ
H

V
、

イ
ン

フ
ラ

利
用

者
　

　
④

E
V

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

利
用

者
・
モ

デ
ル

企
業

、
モ

ニ
タ

ー
の

実
績

に
よ

る
実

用
性

の
分

析

　

使
用

利
用

状
況

・
E
V

・
ｐ
H

V
、

充
電

イ
ン

フ
ラ

の
使

用
状

況
調

査
・
モ

デ
ル

企
業

、
モ

ニ
タ

ー
の

使
用

実
績

調
査

・
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
の

利
用

実
態

調
査

　

そ
の

他
・E

V
購

入
意

欲
調

査
・
E
V

・
ｐ
H

V
認

知
度

調
査

　

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
EV

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
パ

ー
ク

＆
EV

ラ
イ

ド

・
ｐ
Ｈ

Ｖ
レ

ン
タ

カ
ー

、
カ

ー
リ

ー
ス

効
果

評
価

専
用

ナ
ン

バ
ー

ロ
ゴ

マ
ー

ク



①
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
②

急
速

充
電

器
③

効
果

評
価

5



①
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ

6



BE
Vカ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
に

係
わ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

7

実
験

場
所

都
市

部
大

規
模

住
宅

地
都

市
部

都
市

部
・
観

光
地

横
浜

み
な

と
み

ら
い

稲
城

市

（
多

摩
ﾆ
ｭ
ｰ

ﾀ
ｳ

ﾝ
）

大
阪

市
京

都
市

利
用

目
的

ビ
ジ

ネ
ス

買
物

、
送

迎
小

貨
物

輸
送

ビ
ジ

ネ
ス

ビ
ジ

ネ
ス

、
買

物
観

光

実
験

Ｅ
Ｖ

ｱ
ﾙ

ﾄ2
0
，

ｴ
ﾌ
ﾞﾘ

ｲ
1
0

ﾊ
ｲ
ﾊ

ﾟｰ
ﾐﾆ

2
0

ｱ
ﾄﾚ

ｰ
3
0

ﾊ
ｲ
ｾ

ﾞｯ
ﾄ2

8
e
-
c
o
m

2
0

ﾊ
ｲ
ﾊ

ﾟｰ
ﾐﾆ

1
5

台
数

計
5
0
台

3
0
台

2
8
台

3
5
台

会
員

法
人

・
団

体
の

社
員

・
職

員

地
域

住
民

（
主

婦
等

）
事

業
法

人
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ン
，

主
婦

，
観

光
客

期
　

間
9
9
/
1
0
～

2
0
0
2
/
3

9
9
/
1
0
～

2
0
0
2
/
3

9
9
/
1
2
～

2
0
0
2
/
3

0
0
/
1
0
～

2
0
0
3
/
3

結
　

果
ガ

ソ
リ

ン
車

で

事
業

化
未

事
業

化
未

事
業

化
未

事
業

化

EV
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
の

事
業

化
は

容
易

で
は

な
い

EV
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
の

事
業

化
は

容
易

で
は

な
い



BE
Vカ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
の

採
算

分
析

（
利

用
時

間
）

8

ガ
ソ

リ
ン

車
Ｂ

Ｅ
Ｖ

3.
4（

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
）

8（
2.
4倍

）
5（
1.
5倍

）
4（
1.
2倍

）

１
６

０
０

４
．

４
▲

６
６

０
▲

３
４

３
０

▲
１

２
７

０
▲

５
５

０

１
８

０
０

４
．

９
▲

３
３

０
▲

３
０

３
０

▲
８

７
０

▲
１

５
０

２
０

０
０

５
．

５
０

▲
２

６
４

０
▲

４
８

０
＋

２
４

０

２
２

０
０

６
．

０
＋

３
３

０
▲

２
２

４
０

▲
８

０
＋

６
４

０

２
４

０
０

６
．

６
＋

６
６

０
▲

１
８

５
０

＋
３

０
０

＋
１

０
３

０

【
想

定
固

定
条

件
】

会
員

・
台

数
規

模
＝

９
０

０
人

（
６

０
台

）
駐

車
代

：
2
.5

万
円

／
月

・
台

時
間

利
用

単
価

＝
2
0
0
円

／
ｈ

車
両

保
険

修
理

費
等

＝
約

2
0
万

円
／

台
走

行
距

離
利

用
単

価
＝

2
5
円

／
ｋ
ｍ

運
営

費
（
人

件
費

等
）
＝

約
1
0
0
0
万

円
／

年
燃

料
費

用
単

価
＝

7
.6

円
／

ｋ
ｍ

(1
4
km

/
l,1

0
6
円

/
ｌ）

電
力

費
用

単
価

：
2
.0

円
／

ｋ
ｍ

（
過

去
の

報
告

書
、

ガ
ソ

リ
ン

カ
ー

シ
ェ

ア
事

業
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
等

を
踏

ま
え

Ｊ
Ａ

Ｒ
Ｉで

想
定

）

EV
車

両
価

格
が

ガ
ソ

リ
ン

車
の
1.
2倍

程
度

に
低

下
し

、

か
つ

利
用

時
間

が
５

･５
時

間
／

台
・
日
程

度
を

上
回

ら
な

け
れ

ば
利

益
が

出
な

い

EV
車

両
価

格
が

ガ
ソ

リ
ン

車
の
1.
2倍

程
度

に
低

下
し

、

か
つ

利
用

時
間

が
５

･５
時

間
／

台
・
日
程

度
を

上
回

ら
な

け
れ

ば
利

益
が

出
な

い

車
種 本

体
リ

ー
ス

料
金

（
万

円
/月

）

年
間

利
用

時
間

一
日

利
用

時
間

【
会

員
数

、
車

体
価

格
に

対
す

る
採

算
分

析
】

（
単

価
：
万

円
）
：
充

電
設

備
費

用
考

慮
せ

ず



カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

の
事

業
性

に
つ

い
て

9

　
　

E
V

・
pH

V
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
パ

ー
ク

＆
ラ

イ
ド

レ
ン

タ
カ

ー

住
　

宅

・
都

心
マ

ン
シ

ョ
ン

へ
の

E
V

導
入

　
・
レ

ン
タ

カ
ー

へ
の

pH
V

導
入

・
市

街
地

住
宅

へ
の

p
H

V
導

入
　

　

・
郊

外
マ

ン
シ

ョ
ン

へ
の

E
V

導
入

　
　

観
　

光
　

・
観

光
地

内
移

動
用

に
E
V

導
入

（
ガ

ソ
リ

ン
車

規
制

と
セ

ッ
ト

）
・
観

光
客

用
に

E
V

レ
ン

タ
カ

ー
を

導
入

（
島

内
観

光
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
）

ビ
ジ

ネ
ス

・
ビ

ジ
ネ

ス
ユ

ー
ス

と
し

て
E
V

・
p
H

V
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
を

導
入

　
　

そ
の

他
・
自

治
体

、
協

力
メ

ー
カ

ー
所

有
E
V

を
休

日
に

一
般

ユ
ー

ザ
ー

に
貸

出
・
新

幹
線

と
タ

ク
シ

ー
、

レ
ン

タ
カ

ー
と

の
結

合
（
主

要
駅

に
配

備
）

　

［
単

距
離

用
途

］
［
単

距
離

用
途

］
　

　
・
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
は

公
共

交
通

が
発

達
し

た
都

市
部

に
お

い
て

事
業

性
あ

り
　

　
・
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
は

公
共

交
通

が
発

達
し

た
都

市
部

に
お

い
て

事
業

性
あ

り
　

　
・
パ

ー
ク

＆
ラ

イ
ド

は
観

光
地

に
お

い
て

ガ
ソ

リ
ン

車
規

制
と

の
セ

ッ
ト

で
可

能
性

あ
り

　
　

・
パ

ー
ク

＆
ラ

イ
ド

は
観

光
地

に
お

い
て

ガ
ソ

リ
ン

車
規

制
と

の
セ

ッ
ト

で
可

能
性

あ
り

［
長

距
離

用
途

］
［
長

距
離

用
途

］
　

　
・
レ

ン
タ

カ
ー

は
車

両
価

格
が

低
下

す
れ

ば
　

　
・
レ

ン
タ

カ
ー

は
車

両
価

格
が

低
下

す
れ

ば
pH

V
pH

V
で

可
能

性
あ

り
で

可
能

性
あ

り

注
：
　
　
印
は
ガ
ソ
リ
ン
車
で
事
業
化
実
績
が
あ
る
も
の

　
　
　
　
印
は
Ｅ
Ｖ
で
の
実
証
試
験
実
績
が
あ
る
も
の

セ
ッ

ト
で

事
業

化
？

事
業

性
あ

り
？



②
急

速
充

電
器
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緊
急

用
急

速
充

電
ス

タ
ン

ド
の

必
要

箇
所

数
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
1/
3

11

一
充

電
走

行
距

離
1
0
0
ｋ
ｍ

が
確

保
で

き
る

場
合

、
緊

急
用

急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

は
2
3
区

内
に

1
5
箇

所
程

度
必

要
（
6
.6

km
四

方
に

1
箇

所
）

出
典

：
負

荷
集

中
制

御
シ

ス
テ

ム
確

立
実

証
試

験
等

（
電

気
自

動
車

普
及

総
合

推
進

体
制

整
備

）
　

J
E
V

A

過
去

（
'9
6年

）
の

検
討



緊
急

用
急

速
充

電
ス

タ
ン

ド
の

必
要

箇
所

数
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
2/
3

12

［
試

算
条

件
］

・
バ

ッ
テ

リ
ー

残
量

メ
ー

タ
ー

の
信

頼
度

や
電

池
切

れ
に

対
す

る
不

安
感

か
ら

容
量

の
3
0
％

を
残

し
て

E
V

を
使

用
す

る
こ

と
を

想
定

す
る

。
・
バ

ッ
テ

リ
ー

が
電

池
容

量
（
7
0
％

）
の

1
0
％

に
な

っ
た

時
点

で
急

速
充

電
ス

タ
ン

ド
に

向
か

う
と

仮
定

す
る

。
・
実

際
に

は
E
V

か
ら

急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

ま
で

の
直

線
距

離
の

1
.5

倍
を

走
行

す
る

必
要

が
あ

る
と

す
る

。
・
ス

タ
ン

ド
ま

で
の

距
離

と
1
箇

所
当

た
り

の
担

当
面

積
は

次
の

よ
う

に
示

さ
れ

る
。

・
東

京
2
3
区

の
面

積
は

約
6
2
1
km

2
、

E
V

航
続

距
離

を
1
0
0
km

と
し

て
試

算
す

る
。

急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

必
要

箇
所

数
試

算
例

（
一

充
電

走
行

距
離

1
0
0
km

、
東

京
2
3
区

）

E
V

急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

1

1
.5

xk
m

：
ス

タ
ン

ド
ま

で
の

距
離

2
x2

：
ス

タ
ン

ド
1箇

所
当

た
り

の
担

当
面

積

出
典

：
負

荷
集

中
制

御
シ

ス
テ

ム
確

立
実

証
試

験
等

（
電

気
自

動
車

普
及

総
合

推
進

体
制

整
備

）
　

J
E
V

A

［
試

　
　

算
］

　
1
0
0
k
m
×
（
1
－
0
.
3
）
×
0
.
1
＝
7
k
m

［
ス
タ
ン
ド
ま
で
の
実
走
行
距
離
］

　
7
k
m
／
1
.
5
＝
4
.
7
k
m

［
ス
タ
ン
ド
ま
で
の
直
線
距
離
］

　
2
×
4
.
7
2 ＝

4
4
k
m
2 （

6
.
6
k
m
四

方
に

1
箇

所
）

［
1
ス
タ
ン
ド
当
た
り
の
担
当
面
積
］

　
6
2
1
k
m
2 ／

4
4
k
m
2 ＝

1
5
　
⇒

1
5
箇

所
／
2
3
区

［
ス
タ
ン
ド
設
置
数
］

残
す

90
%

10
%

30
%

電
池

容
量

70
%

全
容

量
の

7%
(0
.7

×
0.
1)

を
使

っ
て

ど
こ

か
ら

で
も

急
速

ス
タ

ン
ド

に
到

達
で

き
る

よ
う

に
設

置
す

る
。

7%
（
0.
7×

0.
1）



13

緊
急

用
急

速
充

電
ス

タ
ン

ド
の

必
要

箇
所

数
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
3/
3

急
速

充
電

ス
タ

ン
ド

必
要

箇
所

数
試

算
結

果
（
一

充
電

走
行

距
離

1
0
0
km

）

自
治

体
ご

と
に

急
速

充
電

器
の

計
画

数
に

バ
ラ

つ
き

が
見

ら
れ

る
。

急
速

充
電

器
は

予
想

以
上

に
多

く
の

設
置

箇
所

を
必

要
と

し
な

い
。

（
設

置
基

数
は

Ｅ
Ｖ

の
普

及
台

数
見

合
い

）

地
域

各
自

治
体

の
計

画
数

（
基

数
）※

1
面

積
（
km

2
）

試
算

結
果

（箇
所

）

20
10

～
20

15
年

20
20

年
20

50
年

全
域

D
ID

※
2

全
域

（
最

大
値

）
D

ID
（
最

小
値

）

首
都

圏
（
東

京
・
神

奈
川

・
千

葉
・
埼

玉
）

－
－

－
13

,5
57

3,
31

2
31
2

77

東
京

都
80

－
－

2,
18

7
1,
07

0
51

25
23

区
－

－
－

62
1

62
1

15
15

神
奈

川
県

30
－

－
2,
41

6
94

3
56

22
青

森
県

－
－

－
9,
60

7
15

9
22
1

4
新

潟
県

15
45

50
0

12
,5
83

22
7

28
9

6
愛

知
県

－
－

－
5,
16

4
89

7
11
9

21
福

井
県

3
－

－
4,
18

9
75

97
2

京
都

府
40

20
0

－
4,
61

3
25

8
10
6

6
長

崎
県

9
－

－
4,
09

5
12

0
95

3
岡

山
県

－
－

－
7,
11

3
19

8
16
4

5
高

知
県

49
15

8
36

4
7,
10

5
57

16
4

2
沖

縄
県

－
－

－
2,
27

5
12

6
53

3
※

1　
自

治
体

の
イ

ン
フ

ラ
目

標
値

の
区

分
方

法
に

よ
り

、
一

部
普

通
充

電
器

数
が

含
ま

れ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

※
2　

D
ID

（
D

en
se

ly
 In

ha
bi

te
d 

D
ist

ri
ct

）
　

：
　

人
口

集
中

地
区

D
ID

は
都

市
的

地
域

と
農

村
的

地
域

の
区

分
け

や
、

狭
義

の
都

市
と

し
て

の
市

街
地

の
規

模
を

示
す

指
標

と
し

て
使

用
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
空

港
、

港
湾

、
工

業
地

帯
、

公
園

な

ど
都

市
的

傾
向

の
強

い
基

本
単

位
区

は
人

口
密

度
が

基
準

を
下

回
る

場
合

で
も

、
当

地
区

に
含

ま
れ

る
。



人
口

集
中

地
区

（
D
ID

）
境

界
図

　
　

神
奈

川
県

の
例

14

D
ID

（
D

en
se

ly
 In

ha
bi

te
d 

D
ist

ri
ct

）
　

：
　

人
口

集
中

地
区

D
ID

は
都

市
的

地
域

と
農

村
的

地
域

の
区

分
け

や
、

狭
義

の
都

市
と

し
て

の
市

街
地

の
規

模
を

示
す

指
標

と
し

て
使

用
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
空

港
、

港
湾

、
工

業
地

帯
、

公
園

な

ど
都

市
的

傾
向

の
強

い
基

本
単

位
区

は
人

口
密

度
が

基
準

を
下

回
る

場
合

で
も

、
当

地
区

に
含

ま
れ

る
。



急
速

充
電

装
置

設
置

に
係

わ
る

分
析

15

急
速

充
電

器
仕

様
（
東

京
電

力
開

発
品

）

・
入

力
：
３

相
2
0
0
V

・
最

大
出

力
：
5
0
ｋ
W

・
最

大
直

流
電

圧
：
５

０
０

V
　

・
最

大
直

流
電

流
：
1
2
5
A

急
速

充
電

器
仕

様
（
東

京
電

力
開

発
品

）

・
入

力
：
３

相
2
0
0
V

・
最

大
出

力
：
5
0
ｋ
W

・
最

大
直

流
電

圧
：
５

０
０

V
　

・
最

大
直

流
電

流
：
1
2
5
A

電
力

会
社

の
一

般
的

な
契

約
形

態

①
契

約
電

力
５

０
ｋ
Ｗ

未
満

　
　

　
　

　
　

　
　

　
⇒

　
3
相

2
0
0
V

、
低

圧
電

力

②
契

約
電

力
５

０
ｋ
Ｗ

以
上

　
　

　
　

　
　

　
　

　
⇒

　
６

ｋ
Ｖ

受
電

、
高

圧
電

力

電
力

会
社

の
一

般
的

な
契

約
形

態

①
契

約
電

力
５

０
ｋ
Ｗ

未
満

　
　

　
　

　
　

　
　

　
⇒

　
3
相

2
0
0
V

、
低

圧
電

力

②
契

約
電

力
５

０
ｋ
Ｗ

以
上

　
　

　
　

　
　

　
　

　
⇒

　
６

ｋ
Ｖ

受
電

、
高

圧
電

力

急
速

充
電

器
単

独
で

の
契

約
で

な
い

限
り

６
ｋ
Ｖ

受
電

と
な

る
急

速
充

電
器

単
独

で
の

契
約

で
な

い
限

り
６

ｋ
Ｖ

受
電

と
な

る

既
に

６
ｋ
Ｖ

受
電

以
上

の
契

約
で

な
い

と
実

質
的

に
急

速
充

電
器

の
導

入
は

困
難

既
に

６
ｋ
Ｖ

受
電

以
上

の
契

約
で

な
い

と
実

質
的

に
急

速
充

電
器

の
導

入
は

困
難



急
速

充
電

装
置

設
置

に
係

わ
る

収
支

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

16

　
電

池
容

量
（
ｋ
W

h
)

充
電

ス
ピ

ー
ド

充
電

ス
ピ

ー
ド

（
ｋ
W

h
/
h
）

平
均

（
ｋ
W

h
/
h
）

R
1
e

9
.2

8
0
％

／
1
5
分

2
9
.4

 
2
7
.5

i
M

iE
V

1
6

8
0
％

／
3
0
分

2
5
.6

 

【
Ｅ

Ｖ
の

平
均

充
電

速
度

】

【
充

電
器

に
係

わ
る

収
支

モ
デ

ル
設

定
】

業
務

用
電

力
契

約
（
６

ｋ
Ｖ

受
電

）
加

重
平

均

電
力

量
料

金
夏

季
（
3
ヵ

月
）

1
3
.7

5
1
2
.9

（
円

/
ｋ
W

h
）

そ
の

他
季

（
9
ヶ

月
）

1
2
.6

5

基
本

料
金

（
円

/
ｋ
W

）
1
,6

3
8

①
支

出
側

（
東

京
電

力
の

料
金

）

契
約

電
力

増
想

定
値

：
＋
20
kW

③
共

通
　

　
ス

タ
ン

ド
利

用
台

数
を

、
　

　
　
8、
16

、
32

、
40

、
48

台
／

日

　
　

と
変

化
さ

せ
て

計
算

　
　

②
収

入
側

　
　

徴
収

金
額

を
、

　
　

　
28
0、
42
0、
56
0、
70
0円

／
回

（
15

分
）

　
　

と
変

化
さ

せ
て

計
算

充
電

時
間

は
１

回
当

た
り

、
１

５
分

程
度

と
想

定
（
約
7k
W
h／

回
）



収
支

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果
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充
電

器
稼

働
率

電
気 代 A

徴
収

料
金

単
価

（
円

/
kW

h
）
、

契
約

電
力

＋
2
0
kW

の
時

と
の

収
支

差

2
8
0
円

/
回

4
2
0
円

/
回

5
6
0
円

/
回

7
0
0
円

/
回

台
数

/
日

時
間
/日

（
20

分
＊

台
数

）

徴
収

金
額

B
収

支
差

B
-

A
徴

収
金

額
B

収
支

差
B

-
A

徴
収

金
額

B
収

支
差

B
-

A
徴

収
金

額
B

収
支

差
B

-
A

8 台
2
.6

h
6
5
2

8
1
8

1
6
6

1
,2

2
6

5
7
4

1
,6

3
5

9
8
3

2
,0

4
4

1
,3

9
2

1
6

台
5
.3

h
9
1
1

1
,6

3
5

7
2
4

2
,4

5
3

1
,5

4
2

3
,2

7
0

2
,3

5
9

4
,0

8
8

3
,1

7
7

3
2

台
1
0
.7

h
1
,4

2
9

3
,2

7
0

1
,8

4
1

4
,9

0
6

3
,4

7
7

6
,5

4
1

5
,1

1
2

8
,1

7
6

6
,7

4
7

4
0

台
1
3
.3

h
1
,6

8
8

4
,0

8
8

2
,4

0
0

6
,1

3
2

4
,4

4
4

8
,1

7
6

6
,4

8
8

1
0
,2

2
0

8
,5

3
2

4
8

台
1
6
.0

h
1
,9

4
7

4
,9

0
6

2
,9

5
9

7
,3

5
8

5
,4

1
1

9
,8

1
1

7
,8

6
4

1
2
,2

6
4

1
0
,3

1
7

年
間

の
収

支
差

（
＝

徴
収

金
額

－
電

気
代

）
　

計
算

結
果

「
充

電
器

の
稼

働
率

」
さ

ら
に

「
運

営
費

、
維

持
・
管

理
費

」
等

を
考

え
る

と
「
充

電
器

の
稼

働
率

」
さ

ら
に

「
運

営
費

、
維

持
・
管

理
費

」
等

を
考

え
る

と
急

速
充

電
サ

ー
ビ

ス
は

事
業

と
し

て
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
？

急
速

充
電

サ
ー

ビ
ス

は
事

業
と

し
て

は
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

？

単
位

：
千

円

（
↑

電
気

代
A

の
内

基
本

料
金

約
2
0
0
千

円
）

１ 年２ 年３ 年

設
置

費
40
0万

円

回
収

年

急
速

充
電

器
設

置
費

用
工

事
費

込
み

4
0
0
万

円
程

度
と

想
定



③
効

果
評

価

18



過
去

の
Ｅ

Ｖ
ユ

ー
ザ

ー
の

意
見

19

E
V

に
係

わ
っ

て
き

た
自

治
体

，
電

力
関

係
者

か
ら

の
聞

き
取

り
情

報
を

元
に

J
A

R
Iが

作
成

Ｅ
Ｖ

の
実

使
用

時
の

実
力

を
正

確
に

広
報

し
な

か
っ

た
結

果
ユ

ー
ザ

ー
に

「
Ｅ

Ｖ
の

性
能

対
す

る
不

信
感

」
を

与
え

て
し

ま
っ

た
。

Ｅ
Ｖ

の
実

使
用

時
の

実
力

を
正

確
に

広
報

し
な

か
っ

た
結

果
ユ

ー
ザ

ー
に

「
Ｅ

Ｖ
の

性
能

対
す

る
不

信
感

」
を

与
え

て
し

ま
っ

た
。

●
航

続
距

離
が

実
使

用
時

と
カ

タ
ロ

グ
値

と
で

差
が

大

電
気

自
動

車
の

航
続

距
離

デ
ー

タ
に

関
し

て
ユ

ー
ザ

は
大

変
敏

感
で

あ
る

。

実
使

用
条

件
（
空

調
，

ラ
イ

ト
，

ワ
イ

パ
ー

使
用

時
）
で

の
航

続
距

離
デ

ー
タ

を
明

示
し

て
欲

し
い

。

●
多

額
な

バ
ッ

テ
リ

ー
交

換
費

用
が

数
年

後
に

発
生

当
初

見
込

ん
で

い
な

か
っ

た
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

費
用

が
数

年
後

に
発

生
，

予
算

の
確

保
等

大
変

苦
労

し
た

。

バ
ッ

テ
リ

ー
の

寿
命

に
関

す
る

デ
ー

タ
が

な
い

と
予

算
計

画
が

出
来

な
い

。

●
航

続
距

離
が

実
使

用
時

と
カ

タ
ロ

グ
値

と
で

差
が

大

電
気

自
動

車
の

航
続

距
離

デ
ー

タ
に

関
し

て
ユ

ー
ザ

は
大

変
敏

感
で

あ
る

。

実
使

用
条

件
（
空

調
，

ラ
イ

ト
，

ワ
イ

パ
ー

使
用

時
）
で

の
航

続
距

離
デ

ー
タ

を
明

示
し

て
欲

し
い

。

●
多

額
な

バ
ッ

テ
リ

ー
交

換
費

用
が

数
年

後
に

発
生

当
初

見
込

ん
で

い
な

か
っ

た
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

費
用

が
数

年
後

に
発

生
，

予
算

の
確

保
等

大
変

苦
労

し
た

。

バ
ッ

テ
リ

ー
の

寿
命

に
関

す
る

デ
ー

タ
が

な
い

と
予

算
計

画
が

出
来

な
い

。

カ
タ

ロ
グ

値
の

み
で

Ｅ
Ｖ

の
広

報
を

行
っ

て
き

た
カ

タ
ロ

グ
値

の
み

で
Ｅ

Ｖ
の

広
報

を
行

っ
て

き
た

Ｅ
Ｖ

の
実

使
用

時
の

実
力

を
正

確
に

広
報

す
る

こ
と

が
重

要
Ｅ

Ｖ
の

実
使

用
時

の
実

力
を

正
確

に
広

報
す

る
こ

と
が

重
要



実
使

用
で

の
デ

ー
タ

取
得

の
必

要
性

20

１
９
９
０
年
代
後
半
の
Ｅ
Ｖ
は
，

「「
電
池
の
寿
命
は
１
０
０
０
サ
イ
ク
ル
以
上
と
さ
れ
て
い
た

が
、

実
際
は
数
年
で
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
が
必
要
で
あ
っ
た
」

（
寿
命

１
０
０
０
サ
イ
ク
ル
の
条
件
は

リ
ア

ル
ワ

ー
ル

ド
・
実

使
用

で
の

条
件

で
は

な
か

っ
た

）

一
方
，
米
国
の
電
力
会
社

S
C

E
で

は
R

A
V

4
Ｅ
Ｖ
（
Ｎ
ｉ

Ｈ
）
で

1
0
万
マ
イ
ル
超
の
走
行
実
績

電
池

寿
命

の
例

電
池

寿
命

の
例

実
使

用
で

の
諸

デ
ー

タ
を

取
得

・
分

析

実
使

用
で

の
諸

デ
ー

タ
を

取
得

・
分

析

実
使

用
に

あ
っ

た
●Ｅ

Ｖ
利

用
ノ

ウ
ハ

ウ
の

公
開

●充
電

方
法

・
イ

ン
フ

ラ
の

検
討 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
等

実
使

用
に

あ
っ

た
●Ｅ

Ｖ
利

用
ノ

ウ
ハ

ウ
の

公
開

●充
電

方
法

・
イ

ン
フ

ラ
の

検
討 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
等

市
場

性
の

確
保

市
場

性
の

市
場

性
の

確
保

確
保

使
用

条
件

・
利

用
パ

タ
ー

ン
に

よ
り

電
池

寿
命

は
大

き
く
違

う
？

？
使

用
条

件
・
利

用
パ

タ
ー

ン
に

よ
り

電
池

寿
命

は
大

き
く
違

う
？

？



効
果

評
価

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

21

●
ユ

ー
ザ

ー
の

求
め

る
情

報
，

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

提
供

・
コ

ス
ト

に
関

わ
る

情
報

・
環

境
性

能
に

関
わ

る
情

報
（
CO

2、
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

等
）

・
利

用
の

ノ
ウ

ハ
ウ

（
バ

ッ
テ

リ
ー

に
優

し
い

充
電

方
法

等
）

●
Ｅ

Ｖ
の

実
力

に
あ

っ
た

普
及

促
進

策
の

提
案

Ｅ
Ｖ

の
実

力
に

あ
っ

た
・
利

用
方

法
，

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
提

案
（
急

速
充

電
器

の
設

置
）

・
普

及
の

道
筋

を
提

案

●
ユ

ー
ザ

ー
の

求
め

る
情

報
，

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

提
供

●
ユ

ー
ザ

ー
の

求
め

る
情

報
，

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

提
供

・
コ

ス
ト

に
関

わ
る

情
報

・
環

境
性

能
に

関
わ

る
情

報
（
CO

2、
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

等
）

・
利

用
の

ノ
ウ

ハ
ウ

（
バ

ッ
テ

リ
ー

に
優

し
い

充
電

方
法

等
）

●
Ｅ

Ｖ
の

実
力

に
あ

っ
た

普
及

促
進

策
の

提
案

●
Ｅ

Ｖ
の

実
力

に
あ

っ
た

普
及

促
進

策
の

提
案

Ｅ
Ｖ

の
実

力
に

あ
っ

た
・
利

用
方

法
，

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
提

案
（
急

速
充

電
器

の
設

置
）

・
普

及
の

道
筋

を
提

案



Ｅ
Ｖ

ユ
ー

ザ
ー

・
事

業
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

22

ト
ー

タ
ル

必
要

費
用

ト
ー

タ
ル

必
要

費
用

実
使

用
で

の
性

能
（
航

続
距

離
等

）
実

使
用

で
の

性
能

（
航

続
距

離
等

）

利
用

ノ
ウ

ハ
ウ

（
電

池
に

や
さ

し
い

使
用

方
法

等
）

利
用

ノ
ウ

ハ
ウ

（
電

池
に

や
さ

し
い

使
用

方
法

等
）

環
境

性
能

の
優

位
性

環
境

性
能

の
優

位
性

取
得

デ
ー

タ
項

目

⑥
使

い
勝

手
⑥

使
い

勝
手

ユ
ー

ザ
ー

・
事

業
者

が
求

め
る

情
報

①
電

池
の

実
劣

化
①

電
池

の
実

劣
化

②
シ

ス
テ

ム
実

効
率

②
シ

ス
テ

ム
実

効
率

③
実

航
続

距
離

③
実

航
続

距
離

④
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
費

用
④

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

費
用

⑤
故

障
・
障

害
実

績
⑤

故
障

・
障

害
実

績



ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
に

つ
い

て

23

コ
ス

ト
項

目
Ｅ

Ｖ
ｶ
ﾞｿ

ﾘ
ﾝ
車

初
期

コ
ス

ト

車
　

　
両

△
○

税
金

・
保

険
等

○
△

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

燃
　

　
料

○
？

△

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

・
故

障
○

？
○

税
金

・
保

険
等

○
△

電
池

交
換

×
？

○

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
（
１

０
年

）
△

？
○

車
両

の
寿

命
（
10

年
程

度
）
期

間
で

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

比
較

車
両

の
寿

命
（
10

年
程

度
）
期

間
で

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

比
較

Ｅ
Ｖ

実
運

用
で

の
コ

ス
ト

デ
ー

タ
の

取
得

（
・
燃

料
費

　
・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
費

　
・
電

池
交

換
）

Ｅ
Ｖ

実
運

用
で

の
コ

ス
ト

デ
ー

タ
の

取
得

（
・
燃

料
費

　
・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
費

　
・
電

池
交

換
）



環
境

性
能

評
価

に
つ

い
て

24

車
両

種
類

1k
m

走
行

当
り
C
O
2総

排
出

量
（
１

０
・
１

５
モ

ー
ド

）

Ｆ
Ｃ

Ｖ
現

状

Ｆ
Ｃ

Ｖ
将

来

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン
H
V

デ
ィ

ー
ゼ

ル

デ
ィ

ー
ゼ

ル
H
V

Ｃ
Ｎ

Ｇ

Ｂ
Ｅ

Ｖ

単
位

：
ｇ
-C
O
2/
km

50
10
0

15
0

20
0

Ｅ
Ｖ

の
環

境
性

能
を

実
証

デ
ー

タ
で

明
ら

か
に

す
る

Ｅ
Ｖ

の
環

境
性

能
を

実
証

デ
ー

タ
で

明
ら

か
に

す
る

Ｊ
Ｈ

Ｆ
Ｃ

で
の

環
境

性
能

評
価

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

例
（
Ｗ

ｔＷ
CO

2排
出

量
）

Ｊ
Ｈ

Ｆ
Ｃ

で
の

環
境

性
能

評
価

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

例
（
Ｗ

ｔＷ
CO

2排
出

量
）

Ｅ
Ｖ

に
つ

い
て

は
軽

で
の

比
較

が
必

要
か

？
Ｅ

Ｖ
に

つ
い

て
は

軽
で

の
比

較
が

必
要

か
？

0

ガ
ソ

リ
ン

車
15

00
cc

ク
ラ

ス

例



効
果

評
価

デ
ー

タ
取

得
に

つ
い

て

25

「
使

用
場

所
，

用
途

，
利

用
方

法
」
別

の
幅

広
い

デ
ー

タ
の

取
得

・
分

析
が

重
要

「
使

用
場

所
，

用
途

，
利

用
方

法
」
別

の
幅

広
い

デ
ー

タ
の

取
得

・
分

析
が

重
要

デ
ー

タ
を

「
幅

広
く
」
「
正

確
に

」
「
効

率
よ

く
」
収

集
・
分

析
す

る
必

要
あ

り
デ

ー
タ

を
「
幅

広
く
」
「
正

確
に

」
「
効

率
よ

く
」
収

集
・
分

析
す

る
必

要
あ

り

モ ニ タ ー 実 証

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

中
心

と
し

た
簡

易
測

定
（
③

、
④

、
⑤

、
⑥

）

計
測

装
置

を
利

用
し

た
詳

細
測

定
（
①

、
②

、
③

、
⑤

）

代 表
測 定

Ｅ
Ｖ

・
ｐ
Ｈ

Ｖ
タ

ウ
ン

構
想

で
の

実
証

試
験

Ｅ
Ｖ

・
ｐ
Ｈ

Ｖ
タ

ウ
ン

構
想

で
の

実
証

試
験

自
治

体
自

治
体

電
力

会
社

電
力

会
社

□
□

・
・
・
・

□
□

・
・
・
・

企
業

企
業

○
○

・
・
・
・

○
○

・
・
・
・

実
証

試
験

に
よ

る
デ

ー
タ

収
集

イ
メ

ー
ジ

実
証

試
験

に
よ

る
デ

ー
タ

収
集

イ
メ

ー
ジ

自
動

車
メ

ー
カ

・
自

治
体

・
企

業
・
電

力
会

社
の

協
力

が
得

ら
れ

る
取

組
み

が
必

要
自

動
車

メ
ー

カ
・
自

治
体

・
企

業
・
電

力
会

社
の

協
力

が
得

ら
れ

る
取

組
み

が
必

要



26

ま
と

め 充
電

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
充

電
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

急
速

充
電

器
の

位
置

付
け

（
緊

急
用

途
？

、
利

便
性

向
上

策
？

）
の

明
確

化
上

記
を

踏
ま

え
た

設
置

目
標

数
の

検
討

普
及

啓
発

普
及

啓
発

過
去

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
結

果
を

踏
ま

え
た

施
策

の
計

画
、

実
施

費
用

対
効

果
、

継
続

性
の

裏
付

け
を

も
っ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
展

開
全

国
展

開
も

考
慮

効
果

評
価

効
果

評
価

用
途

が
限

定
さ

れ
る

E
V

に
最

適
な

用
法

を
検

討
す

る
た

め
の

正
確

な
デ

ー
タ

の
収

集
・
分

析
全

国
統

一
指

標
に

よ
る

評
価



１．充電インフラ（建屋、設置型充電器など）を含めた
　充電回路の系に漏電ブレーカが有ることを確認のこと。

２．接地コンセントが接地されていることを確認のこと。

【上記１、２の確認がないまま使用の場合、感電の危険性あり】

１００‐２００V充電システムの基本的な考え方

漏電ブレーカ
(高感度・高速型）

コンセント

接地

プラグ
(建屋側)

コネクタ　　
(自動車側)

分電盤

充電回路の系

（漏電ブレーカ）
　建屋側に漏電ブレーカが
有る場合は必要なし。



建屋側プラグ・コンセントの提案
【推奨方式】 他のＪＩＳ規格方式 【改良方式】　* : 目標値

　（ＪＩＳ＋ロック機構）

定格
電　圧 100V 200V 100V 200V 100V 200V

電　流 15A 20A 15A 15/20A 15A 15/20A

モ
ジ
ュ
ー
ル

プラグ

コンセント

主な
機能

ロック機構 抜け止め 引掛け 無 無 専用ロック式 専用ロック式

接続時の指先感電防止 無 無 無 無 有 有

主な
性能

開閉性能

－ － 15A　：5,000回 20A　：5,000回 15A　：5,000回 20A　：5,000回

22.5A：　100回 30A：　　100回 22.5A：　100回 30A　：　100回 22.5A：　100回 30A　：　100回

－ － － － * 無負荷：　1万回 * 無負荷：　1万回

防水
性能

コンセント ＩＰＸ３ ＩＰＸ３ ＩＰＸ３ （製品化未） * ＩＰＸ４ * ＩＰＸ４

接続状態 ＩＰＸ３ ＩＰＸ３ ＩＰＸ３ （製品化未） * ＩＰＸ４ * ＩＰＸ４

引張強度（ロック時） 100Ｎ・1分間 300Ｎ・1分間 － － * 100Ｎ・1分間 * 100Ｎ・1分間

保持力 （JIS規格） － － 15～60Ｎ 20～100Ｎ 15～60Ｎ 20～100Ｎ

課　題

耐久性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

操作性 △ △ △ △ ◎ ◎

安定性 ○ ○ △ △ ◎ ◎

その他
・専用ロック機構の配線器具業界規格化が必要
　⇒規格化提案予定

互換性　※次項詳細説明あり － － － － ・抜け止めタイプと互換性あり ・引掛けタイプと互換性なし

出典：ＪＡＲＩ 電池充電標準化ＳＷＧ検討資料より



100Ｖ15Ａ 抜止→平刃＋ロック構造 200Ｖ20Ａ 引掛→平刃＋ロック構造

専用
コンセント

一般の防水
コンセント
(抜け止め)

専用プラグ

接地１５Ａプラグ

電源側

専用プラグ対応ロック機構

車両側

φ
39

以
下

専用
コンセント

一般の引掛
コンセント

専用プラグ

引掛接地２０Ａプラグ

車両側

φ
39

以
下

専用プラグ対応ロック機構

×
(挿抜不可)

×
(挿抜不可)

電源側

建屋側プラグ・コンセントの提案

出典：ＪＡＲＩ電池充電標準化ＳＷＧ検討資料より

◎
（耐久性向上）

◎
（耐久性向上）

○
（耐久性不足）

○
（抜止防止あり）

○

【改良方式】 【改良方式】

【推奨方式】 【推奨方式】

○

互換性あり
互換性なし

（ただし、アダプタを介することにより一部互換性あり）

改良方式の市販化は2010年6月頃の予定となっているが、
100Vは互換性があり、200Vもアダプタを介することにより一部互換性を担保することが可能



200Ｖ20Ａ 引掛→平刃＋ロック構造

専用
コンセント

一般の引掛
コンセント

専用プラグ

引掛接地２０Ａプラグ

φ
39

以
下

専用プラグ対応ロック機構

◎

○

【推奨方式】

【改良方式】

引掛
コネクタ＊専用プラグ

◎

○

引掛
プラグ

専用
コネクタ

開発予定なし

極配値変換コードセット

【推奨方式】

【改良方式】

極配置変換コードセット(アダプタ)の提案

改良方式のコンセントと推奨方式プラグの互換性を担保することは可能

＊同一メーカーの防水プラグ・防水コネクタ間の
　防水レベルは防雨形（ＩＰＸ３）



＜現状＞
　　JARI提案のIEC62196-2「電気自動車ｺﾝﾀﾞｸﾃｨﾌﾞ充電用，車両ｶﾌﾟﾗかん合部形状の寸
　法互換性要件」として審議中。米国SAEJ1772(電気自動車用ｺﾝﾀﾞｸﾃｨﾌﾞ充電ｶﾌﾟﾗ)に織
　り込み中。

電源側コネクタ部
車両側コネクタ部

5

１００‐２００V充電システム：自動車側コネクタの紹介
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